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高
高
同
窓
Ｉ

心
3
8
日
次

あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
窓
会
会
長
　
横
田
　

英
一
３

学
校
長
　
栗
原
　
　

健
４

副
会
長
　
佐
藤
　
和
徳
４１ ０

２
表 紙 写 真 ： 上 段 ／マ サ チュ ーセッツ工 科 大 学 Ｋｉｌｈ ｎ Ｃｏｕrt　下段 ／ ケネディスペ ースセンター エ ントランス

医
療
費
亡
国
論
の
正
体
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
窓

論
　
壇

台

風

の

目
　

一
１
１
・

１
・
Ｉ
ゆ一
一
一
一

Ｉ
Ｓ
一

い
Φ
Ｓ
φ
い
一
一

φ一
・
一

φ一
一
一

Ｓ
●一
一

●一

―
●
Ｉ
Ｉ
●
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
・
一
一
・
7
5

期

坂

井

俊

彦

５

特

別

寄

稿

星

霜

は

桑

田

変

じ

て

街

菊

を

な

さ

し

む
　

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
4
5

期
　

牧

野
　
　

勇

６

二

つ

の

校

歌

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
5
5

期

浹

名

光

彦

７

高

高

の

思

い

出
　

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
6
5

期
　

松

本
　
　

修

８

思

え

ば

い

つ

も

高

高

が

あ

る
　

・
１

●
・
】・
・
・
Ｉ
Ｉ
｝一
一
・
・
・
・

ゆ
●・
一

Ｉ
一
一

●
Ｉ
Ｉ・
・
一
・
一
一
一
・
・
・
一
一
一

Ｉ
Ｉ
｝
I
I
　
8
5 期
　

橋

爪
　

洋

介

９

特
　

集

●
Ｓ
Ｓ
Ｈ

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
派
遣
事
業
報
告

海
外
の
同
窓
生

ア

メ

リ

カ

ー

ダ

ラ

ス

か

ら

の

便

り
　

一
一－
Ｉａ
Ｉ・
●
ｌａ
一
Ｉ－
一
－
‐
Ｉ
Ｉ
●
１
１－
●
Ｉ
●
―●
1
1
1
1
●
1
1
1
1
●－
●
　
7
3期
　

赤

羽
　

英

光

１２

同

窓

会

だ

よ

り

群

馬

大

学

医

学

部

翠

営

同

窓

会
　

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
8
5

期
　

横

尾
　

英

明
1
3

日

常

の

交

流

か

ら
　

大

き

な

輪

に
　

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
5
3

期
　

角

田
　

匡

己

１ ３

同

窓

会

本

部

か

ら
　

一

・
一

●
1
1
1
1
1
1
1

一
一

ｓ
－
・
一

・
一
・
一

一
一
一
一

Ｉ
・

ｓ
一
ｓ

Ｉ
｝
一
一
一

魯
ｅ

●
一

ｅ

●一

●
一
一

・
一

ｓ
一
一
ｓ

・
一
一
一

ｓ

４
Ｉ
ゆ
Ｉ
ｌ
一
一

●
ｓ
一

一
一
ｓ

参
・
・
－

Ｉ
・

ａ
一

ｌ
・
ｓ
一

・

１
一
　
1 ４

●

卒
業

生

の
作

品

紹
介
2
0

…

…
…

…
…
…
…

…

…
…
…

…

…
…
…
…
8
8期
　

宮

津
　
　

啓
１５

●

翠
轡
文

庫

…
…
…

…

…
…
…

…

…
…
…
…

…

…
…
…

…

…
…
…
…

…

…
…
…
…

…
…
…

１５

＠

褒
章

・
叙
勲

者
紹
介

…
…
…

…

…
…
…
…

…

…
…
…

…

…
…
…
…

…
…

…
…
…

…
…
…

１５

母

校
だ

よ
り

各
部

の
活

躍

・
活

動

…
…

…
…

…
…
…

…
…

…
…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
…
…

…
１６
・
1
7・
１８

第
五
十

八

回
定
期

戦

…
…

…
…

…
…

…
…
…

…
…

…
…

…

…
…
…
…

…
…
…

…
…

…
…
…
1
9

最

近

の
進

学
状
況

…

…
…

…
…

…
…

…
…
…

…
…

…
…

…

…
…
…
…

…
…
…

…
…

…
…
…

１９

人
事
異
動

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９

同
窓
会
会
計
報
告
、
新
年
総
会
案
内
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告
、
編
集
後
記
　
…
…
…
…
…
…
2
0

ｒ
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”
ト
ベ
り
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・
皆
ペ
ソ

ｒ

　

1

1

1

1

1

～

ｇ

ｆ

ｌ

Ｉ

ｆ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

１

Ｃ

－

1

1

1

1
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

・

ｊ
Ｉ
Ｉ
「
－
　
■
１
　
－
－
－
　
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
－
　
　
－
　
　
　
　
　
－
　
ｊ
―
－
－
■
ｊ
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
・

」

あ

い

さ

つ

イ

、
一
1
　
　
1
S
f
J

立
冬
を
す
ぎ
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る
季

節
と
な
っ
て
ま

い

り
ま
し
た
。
今
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
人
間
の
力

で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
自
然
の
脅
威
を
目
の
当
た
り

に

し
た
、
そ
ん
な
一
年
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
夏
の
猛

暑
、
台
風
の
相
次
ぐ
上
陸
、
浅
間
山
の
噴
火
、
お
隣
の
新

潟
県
で
、
今
な
お
頻
発
し
て
い
る
地
震
な
ど
、
人
々
の
日

常
生
活
に
実
際
的
な
被
害
を
与
え

た
だ
け
で
な
く
、
気
持

ち
の
う
え
に
も
暗
い
影
を
落
と
す
災
害

が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
の
は
勿
論
の
こ
と
で
す

が
、
復
興
を
支
援
す

る
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
、
私
た

ち
は
考
え

る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
前
進
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
思

い
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何
か
し
ら
の
行
動
を
起

こ
し
た
い
も
の
で
す
。

高
崎
高
校
同
窓
の
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
、
各
界

・
各
方
面
に
お
け
る
諸
兄
の
ご
活
躍
を

見
聞
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す

が
、
同
窓
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
ま
こ
と
に
心
強
く
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
に
見
合
っ
た
も
の
に
す
る
べ
く
、
ま
た
要

望
に
真
摯
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
同
窓
会
で
も
さ
ら
に
充

実
し
た
活
動
を
展
開
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

例
年
、
こ
の
会
報
の
紙
上
で
私
か
お
願

い
申
し
上
げ
て

い
る
維
持
会
費
の
納
入
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
こ
数
年
間

宍

卜

ト

ド

い
づ
≒

ツ
．
と
プ

…

……

は
と
く
に
大
勢
の
会
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
、
同
窓
会
に
寄
せ
る
思
い
を
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
、
本
校
二
年
生
の
八
十
二
名
が
、
ス
ー
パ

ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
八
月
中
旬
か
ら
十
日
間
余
り
、
ア
メ
リ
カ
航

空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
に
研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。
ジ

ョ
ン
ソ
ン
ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
ケ
ネ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
井
隆
雄
宇
宙
飛
行
士
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の

研
究
者
の
講
演
を
拝
聴
し
、
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
行
き
は
、
生
徒
た
ち
が
希
望
し
た
も

の
で
す
。
日
本
の
高
校
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
の
な
い
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
の
扉
を
叩
い
た
の
が
、
進
取
と
活
発
の
気
風
に
富

ん
だ
高
々
生
だ
っ
た
と
い
う
事
実
に
私
た
ち
は
た
だ
た
だ

感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
双
璧
を
な
す
「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ス
」
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
科
学
お
よ
び
人
文
科
学
分
野
に
強
い
興
味

関
心
を
抱
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、
主
体
的
に

考
え
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
最
大
の
目
標

に
据
え
て
い
ま
す
。
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
必
要
と

さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
備
え
た
人
材
づ
く
り
も
目
指
し
て
い
く
、
と

jlk: ，ヽ芦

･

’
‘
。
ヽ
い
こ
。
‐
ｊ
。
い
。
’

J
 
X
I
Z
a
a
r
　
Q
l
a
Q
X
　
l
o

ｉ
ｒ
ｔ
　
ｑ
ｗ
　
ｒ

才 上　
χ

ム レ 瓦 ｌ

卜･･ｊ　ｌ　　；　１　匹　・
ﾔ
∧　　　 長

１
１
１
－

Ｉ
♂
ｊ
ｌ
―
－
－
1
1
1

1
～
９
４
　
　
　
１

横
田

づ
英
一

・

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

　

　

　

７

１

ｒ

ｘ

Ｊ

し

．
陽

に

尚
隠

Ｉ
・
に

う

j ｀ ･

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
学
校

側
か
ら
の
要
望
に
応
え

る
か
た
ち
で
、
で
き
る
限
り
の
協

力
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
企
業
・
研
究
所
・
大
学
訪
問
」
や
「
社
会
人
講
師
授

業
」
な
ど
も
含
め
て
、
将
来
の
生
き
方
や
職
業
を
見
据
え

た
実
地
的
な
研
修
が
ふ
え
て
い
る
こ
と
は
、
若

い
人
た
ち

に
と
っ
て
有
意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
を
契
機
と
し
て
、
将
来
の
自
ら
の
あ
る
べ
き
姿
を
探

り
、
自
ら
の
職
業
を
思

い
描
く
こ
と
は
、
当
人
を
向
上
へ

と
導
く
だ
け
で
な
く
、
活
動
性
に
富
ん
だ
社
会
の
気
運
の

隆
盛
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
た
だ
、
そ
こ

で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
人
生
と
い
う
主
題
ば

か
り
を
考
え

る
の
が
、
高
校
生
の
本
義
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
日
々
の
地
道
な
行
い
（
学
問
）
を
抜
き
に
し
、

実
技
や
実
際
を
軽
ん
じ
て
し
ま
っ
て
は
、
真
の
進
歩
は
望

め
ま
せ
ん
。
た
だ
職
業
観
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
細
部

を
丁
寧
に
味
わ
う
の
が
学
問
の
楽
し
さ
だ
と
い
う
こ
と
に

気
づ
か
せ
な
が
ら
、
私
た
ち
同
窓
生
が
本
校
生
徒
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
わ
ず
か
で
も
力
添
え

が
で
き
れ
ば
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
諸
兄
の
心
強
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
群
馬
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役
社
長
　
5
0期
）
　
Ｓ
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こ
こ
に
、
同
窓
会
報
第
三
十
八
号
の
発
刊
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
小
林
前
校
長
の
後
任
と
し
て
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
着
任
以
来
、
「
よ

り
高
い
、
よ
り
強
い
、
骨
太
の
高
校
」
と
し
て

一
途
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
と
と

も
に
、
県
内
屈
指
の
進
学
校
、
か
つ
文
武
両
道

を
謳
歌
す
る
伝
統
校
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。同

窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
本
校
の
充

実
・
発
展
に
物
心
両
面
に
わ
た
る
多
大
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
お
陰
様
を
待
ち
ま
し
て
本
校
の
教
育
活
動

は
全
般
に
わ
た
り
順
調
に
推
移
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
母
校
に
対
す
る
思
い
は
、

小
・
中
学
校
あ
る
い
は
高
校
又
は
大
学
と
そ
れ

ぞ
れ
学
ん
だ
段
階
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
異

な
る
も
の
で
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
お
会
い

す
る
た
び
に
一
様
に
共
通
し
た
熱
き
思
い
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
高
高
で
学
ん
だ

誇
り
で
あ
り
、
共
有
で
き
る
自
信
と
心
情
で
も

あ
り
、
そ
の
後
の
人
生
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
点
で

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
あ
る
ご
と
に
同
窓

諸
兄

が
熱
く
語
る
「
紅
燃
ゆ
る
健
児
」
の
心
意

気
は
、
現
在
の
生
徒
諸
君
や
教
職
員
へ
の
刺
激

原

じ|

Ｉ
口
…

…

ａ

』
Ｉ

Ｉ

―
・
‐

学

校

長

‐

栗

原

・
‐
１

１

１
健

ｊ‐
＝

ｊ
ｌ

□

’
≒

～

…

…
一
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い
］
作
四

郎

犀

ぷ

球

叫

心

政

に

や
激
励
と

し
て
深

く
響

い
て

い
る
も

の
で

あ
り

ま
す
。

今
日
、

規
制
緩
和

や
教
育
特
区

の
動
き
等
に

見
ら
れ

る
よ
う

に

、
各
方
面

で
教
育
改
革

が
急

速
か
つ
大

胆
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、

い
ず
れ

の

学
校
も
明

確
に
そ

の
特
色
を

打
ち

出
し

、
独
自

性
を
発
揮
す

る
こ
と

が
求

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
校
は
雑
誌

『
ア
エ
ラ
』
　（
二

〇
〇
四

／
五
／

十
七
）
で

も
取
り
上

げ
ら
れ
た

よ
う

に
、

「
公

立
王

国
」
を
堅

持
し

進
学
実

績

を
伸

ば
し
て

い
る
群
馬
県

の
一
番
手
と
し
て

高

く
評
価

さ
れ
た
と

こ

ろ
で

あ
り
、
今
後
と

も
こ

の
地
位

は
確
固
た

る
も
の
に
し
て

い
か
な
け

れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。
こ

れ
を
支
え
る
も

の
は
、

学

業
と

部
活

動

の
両

輪
で

総
合
的
な
人
間
力
を

養

い
、
将

来
の
り
Ｉ

ダ
ー
た
り
得
る
人
材

の
基

礎

づ
く
り

に
重
点

を
置
く
本

校
の
特
色

に
あ
る
と

考
え

ま
す

。
社
会
人

講
師
授
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
習

、
企
業

・
研

究
所

・
大

学
訪

問
研

修
、

文

部
科

学
省
指
定

の
ス

ー

パ
ー
サ
イ
ェ

ン
ス

ー

ハ
イ
ス

ク
ー
ル
事
業

等
は

そ
の
象
徴
的

部
分
で

あ
り
、
そ

の
取
り

組
み

の
成
果

に
は
広
く

関
心

や
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

今

後
と
も
、
同

窓
会
の
皆
様
に

ご
指
導

・

ご

支
援

を
お
願

い
申

し
上
げ
、
あ

い
さ
つ
と

い
た

し
ま
す
。

,〃･ ヽ

・

－

１

・

‘

’

こ
し
い
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ご
む
‥
ト
ｋ
『
ら
ソ

－
‐
‐
‐
‐
‐

q
f
a

」
医

療

費

亡

国

論

の

正

体

＜

づ」「
」
」｛
｝｛

11
艮

パZ て ｉ

長

佐
藤

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
■
ｉ

－
Ｆ
Ｉ

和
徳

「
日
本
は
医
者
と
看
護
師
が
少
な
い
た
め
に

医
療
費
が
安
く
、
医
療
事
故
多
発
の
原
因
に
な

っ
て
い
る
」
と
申
せ
ば
驚
く
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
事
実
で
す
。

高
齢
化
社
会
、
医
学
医
療
の
進
歩
と
高
度
化

に
よ
り
、
人
手
と
設
備
が
必
要
と
な
り
医
療
費

が
嵩
む
の
が
常
識
だ
か
ら
で
す
。
一
九
九
九
年

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ
ー
タ
人
口
千
人
当
た
り
日
本
の
医

師
数

∇

九
人
（
平
均
二
・
八
人
）
で
、
必
要

数
三
十
八
万
人
、
実
数
二
十
六
万
人
で
十
二
万

人
の
不
足
で
す
。

百
床
当
た
り
の
医
師
、
看
護
師
は
米
国
の
六

分
の
一
し
か
居
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
み
る
と
米
国
コ

丁

九
％
、
独
国
一
〇
・
五
％
、
仏
国
九
・
八
％
、

日
本
七
・
五
％
と
世
界
十
九
位
で
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ら
予
選
敗
退
で
す
。
し
か
し
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

日
本
の
医
療
水
準
、
医
療
制
度
が
健
康
長
寿
国

を
も
た
ら
し
た
と
し
て
世
界
一
と
評
価
し
、
金

メ
ダ
ル
を
授
与
し
ま
し
た
。（
米
国
三
十
七
位
）

費
用
対
効
果
を
考
え

る
と
他
国
の
追
随
を
許

し
ま
せ
ん
。

今
の
世
の
中
で
お
か
し

い
事
は
、
大
切
な
事

が
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
ず
に
、
ど
ん
ど
ん
決
ま

っ
て
い
く
事
で
す
。
医
療
も
同
じ
で
す
。

誤
っ
た
又
は
植
え
つ
け
ら
れ
た
固
定
観
念
に

支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

医
療
が
大
事
に
し
て
い
る
の
は
。
患
者
の
自

然
治
療
力
の
手
助
け
を
し
て

ベ
ス
ト
の
医
療
を

す
る
の
だ
”
と
い
う
基
本
姿
勢
で
す
。

¢1
－･

ヽ

４

－

同
窓

２
Ｂ
Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｅ
２
Ｊ
　
ｊ
．
・
’
い
・
匈
夥
肖
呂
尚
Ｉ
丿
滴
Ｊ
’
。
い
ｙ
‐
‘
ら
”
ヽ
－
’
い
。
一
’
Ｊ
．
一
．
ｆ
’
１
１
阿
い
。
‐
の
ぼ
り
ぼ
汀
廠
紅
図

日
本

の
医

療
は

。
平
等
、
公
平

’
を
旨
と
し

て
成
立
し
て

い
ま
す
。

Ｇ
Ｄ

Ｐ
五
〇

〇
兆
円
、
国
家

予
算
八
十
五
兆

円
と
財
政
投
融
資
な

ど
合
計
三
四

〇
兆
円

で
国

家
財
政
が
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

三
〇
兆
円

の
国
民
医
療

費
の
公

費
負
担

（
税

金
）
は
三
分

の
一
以

下
で
す
。

日
本

の
有
形

資
産
残
高
三

、
一
一
四

兆
円

、

個
人
保
険
金
額
一
、
四
〇
〇
兆
円

、
個
人
金
融

資
産
一
、
二

〇
〇
兆
円

、
公
共

事
業

費
八
十
五

兆
円

、
公
的
年

金
四
〇
兆
円
で

、
医
療

費
は

パ

チ
ン
コ

産
業
と
同

程
度
、
葬
式

産
業

の
二
倍
と

な
っ
て

い
ま
す

。

又
労
働
人
口

の
九
人
に
一
人

が
医
療

福
祉

関

係
に
就
業
し
て

い
る
訳
で
本
当

に
医
療

費
は
高

い
の
で
し
ょ
う
か

。

社
会
及
び
財
政
の
構
造
改
革
が
必
要
な
の
は
理

解
で
き
ま
す

が
、
手
術
は
温
存
す
べ
き

臓
器
と
切

除
す
べ
き
臓
器
を
明
確
に
区
分
し
て
行

い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
蔓
延
は
規
制

撤
廃
、
市

場
原
理
で
は
防
止
で
き
ま
せ
ん
。
世
界

一
高
く
設

定
さ
れ
た
薬
剤
、
診
療
材
料
費
の
中
で

、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
目
指
し
て
の
株
式
会
社
参

入
、
民
間
保
険
の
導
入
（
混
合
診
療
）
を
促
進
す

れ
ば
、
海
外

の
泥
棒
に
追

い
銭
に
な
り
ま
す
。

米
国
型
医
療

に
転
落
す
る
こ
と
は
避
け
ね
ば

な
り
ま
せ

ん
。
世
界
で
も
稀
な
公

共
事
業

費
と

社
会
保
障
費
の
比

が
逆
転
し

て

い
る
日
本

の
医

療

が
危
機
を
迎
え

て

い
ま
す

。

（
第
一
病
院
院
長
・
医
師
　
5
7期
）
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日
本
列
島
に
上
陸
す
る
台
風
の
数
は
年
平
均

二

。
六
、
最
高
記
録
は
六
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

今
年
は
十
一
月
中
旬
現
在
で
十
を
数
え

、
記
録

を
更
新
中
で
あ
る
。

筆
者
は
一
度
だ
け
、
台
風
の
「
目
」
を
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
。
風
が
ぴ
た
り
と
や
ん
で
、

青
空
す
ら
顔
を
見
せ
る
妙
な
瞬
間
で
あ
っ
た
。

渦
中
に
い
る
と
か
え

っ
て
全
体
像
が
見
え
に
く

く
な
る
こ
と
は
事
件
や
騒
動
で
も
よ
く
あ
る
。

「
目
」
を
抜
け
出
た
ら
、
素
早
く
正
し
い
判
断

と
対
応
を
心
が
け
た
い
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か

難
し

い
。
約
一
一
十
年
の
記
者
生
活
で
の
自
戒
も

込
め
て
紹
介
す
る
。

筆
者
は
い
ま
、
日
本
の
少
子
高
齢
化

・
人
口

減
少
の
行
方
と
そ
の
影
響
を
研
究
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
日
本
で
進
む
少
子
化
の
水
準

は
異
常
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
望
ま
し

く
な
い
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
る
。
そ

こ
で
思
う
の
は
、
数
十
年
間
続
い
て
い
る
少
子

化
へ
の
対
応
が
何
故
こ
れ
ほ
ど
遅
れ
た
か
、
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。

広
い
意
味
で
の
「
少
子
化
」
を
、
出
生
率

が

「
将
来
的
に
現
在
人
口
の
維
持
が
で
き
る
水
準
」

を
下
回

る
こ
と
と
定
義
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
九

七
四
年
か
ら
続
い
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
出
生

率
と
は
、
一
人
の
女
性
（
実
質
的
に
は
男
性
と

二
人
）
が
一
生
の
内
に
産
む
子
ど
も
の
数
を
示

す
指
標
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
で
、
人
口
維
持

に
は
「
ニ
プ
ラ
ス
ａ
」
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

水
準
、
「
人
口
置
換
水
準
」
は
、
現
在
の
日
本

で
は
二
・
〇
七
。

日
本
は
一
九
七
四
年
の
出
生
率
が
二
・
〇
五

と
な
っ
て
以
来
、
二
〇
〇
三
年
の

Ｉ
・
二
九
ま

ﾙ｡

“
Ｉ
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Ｘ
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．
．
．
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．
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－
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舞

い

ベ
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俊

彦

で
三
十
年
間
ず
っ
と
、
少
子
化
か
続
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
後
智
恵
で
は
、
「
確
か
に
人
口
は

経
済
成
長
を
規
定
す
る
重
要
な
要
素
だ
。
日
本

の
高
度
成
長
が
終
わ
っ
た
時
期
と
ピ
タ
リ
一
致

し
て
い
る
」
と
感
心
し
た
く
も
な
る
が
、
そ
の

当
時
、
少
子
化
か
議
論
さ
れ
た
気
配
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
日
本
で
少
子
化
か
一
般
に
広
く
意
識

さ
れ
た
の
は
、
九
〇
年

六
月
に
発
表
さ
れ
た
八

九
年
の
出
生
率
が
、「
丙
午
（
六
六
年
）
」
の
「

∇

五
八
」
を
下
回
っ
た
「
一
　・
五
七
」
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
を
機
に
、
育
児
休
業
法
の

制
定
、
子
育
て
支
援
強
化
の
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
」
な
ど
少
子
化
対
策
を
開
始
し
た
が
、
ご
存

じ
の
よ
う
に
出
生
率
は
下

が
り
続
け
て
い
る
。

こ
の
辺
で
、
出
生
率
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み

る
。
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
兵
隊
や
軍
属
が

大
量
に
家
庭
に
戻
っ
て
「
団
塊
の
世
代
」
の

ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
が
始
ま

っ
た
四
七
年
に
は
約
二
百

六
十
八
万
人
の
赤
ん
坊
が
産
ま
れ
、
出
生
率
は

四

・
五
四
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
貧
困
は
、
子
づ

く
り
よ
り
産
児
制
限
を
選
択
さ
せ
、
出
生
率
は

急
降
下
す
る
。
わ
ず
か
十
年
後
、
即
ち
私
た
ち

高
々
七
十
五
期
の
大
半
が
産
ま
れ
た
五
七
年
に

は
早
く
も
初
め
て
人
口
置
換
水
準
を
割
っ
て
し

ま
う
。
五
八
年
は
や
や
回
復
し
た
が
、
翌
五
九

年
か
ら
六
四
年
ま
で
六
年
間
、
水
準
割
れ
は
続

い

た

。
こ
の
よ
う
に
、
七
四
年
の
前
に
も
、
将
来
の

人
口
減
少
に
つ
な
が
る
「
出
生
率
の
異
変
」
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
も
大
き
な
議
論
に
な
ら

な
か
っ
た
。

実
は
、
厚
生
省
の
人
口
問
題
審
議
会
は
、
六

九
年
の
中
間
報
告
で
「
わ
が
国
の
出
生
力
は
世

Zd

－
！

界
最
低
の
部
に
属
し
、
人
口
学
的
基
準
か
ら
み

て
も
下
が
り
過
ぎ
て
い
る
」
と
最
大
級
の
１　
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
専
門
家
以
外
か

ら
大
き
な
共
感
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

何
故
だ
ろ
う
か
。

日
本
は
国
土
が
狭
く
、
人
口
密
度

が
高
す
ぎ

る
、
と
い
う
考
え
が
長
い
間
支
配
的
だ
っ
た
こ

と
も
理
由
だ
ろ
う
。
戦
後
す
ぐ
は
貧
困
か
ら
脱

却
す
る
た
め
、
ま
た
七
〇
年
代
以
降
は
地
球
環

境
や
資
源
枯
渇
の
面
か
ら
人
口
を
抑
制
す
る
必

要

が
あ
る
と
い
う
考
え

が
強
く
出
て
く
る
。
ま

た
、
出
生
率
が
下

が
っ
て
も
団
塊
の
世
代
を
中

心
に
出
産
適
齢
期
の
女
性
の
人
口
が
多
け
れ
ば
、

出
生
数
は
そ
れ
ほ
ど
減
ら
な
い
。
六
〇
年
代
か

ら
七
〇
年
代
半
ば
は
こ
ん
な
状
態
が
続
い
た
。

さ
ら
に
、
予
想
を
超
え
て
寿
命
が
延

び
た
た
め

に
、
少
子
化
か
人
口
減
少
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
先
進
国
の
中
で
も
日
独

伊
の
旧
枢
軸
国
の
出
生
率

が
低
い
こ
と
か
ら
、

戦
時
体
制
下
で
経
験
し
た
出
産
奨
励
策
へ
の
抵

抗
感
が
強
い
と
い
う
専
門
家
も
い
る
。

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
、
子
ど
も
を
産
む
・

産
ま
な
い
、
結
婚
す
る
・
し
な
い
、
が
極
め
て

個
人
的
な
選
択
の
領
域
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る

こ
と
が
、
議
論
が
盛
り
上
が
り
に
く
い
最
大
の

原
因
だ
と
思
う
。
少
子
化
の
弊
害
を
強
く
指
摘

し
て
対
策
を
求
め
る
こ
と
は
、
主
義
と
し
て
子

ど
も
を
持
た
な
い
カ
ッ
プ
ル
、
欲
し
く
て
も
で

き
な
い
カ
ッ
プ
ル
、
特
に
女
性
に
、
相
当
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
日
本
は
あ
と
二
、
三

年
で
人
口
が
減
り
始
め
る
時
代
を
迎
え
る
。
百

年
後
に
は
半
分
以
下
に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ん
な

社
会
に
な
る
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
が

い
る
。
た
だ
、
高
齢
化
が
進
み
な
が
ら
、
総
人

口
が
減
っ
て
い
く
社
会
が
そ
ん
な
に
明

る
い
と

は
筆
者
に
は
思
え
な
い
。
米
国
の
よ
う
に
若

い

移
民
を
大
量
に
入
れ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

と
言
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
含
め
、
み

な
で
考
え
た
い
課
題
で
あ
る
。

二

〇
〇
一
年
七
月
の
失
業
率
が
日
本
で
は
初

め
て
五
％
台
に
な
っ
た
。
筆
者
は
当
時
、
雇
用

問
題
担
当
の
デ
ス
ク
を
し
て
お
り
、
毎
月
末
の

失
業
率
発
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
ど
ん
な
報

道
を
す
る
か
考
え
る
立
場
に
あ
っ
た
。

失
業
率
は
、
最
高
の
五
・
五
％
ま
で
上
が
っ

た
後
、
最
近
は
五
％
を
割
る
水
準
で
推
移
し
て

い
る
。
こ
の
過
程
で
日
本
の
労
働
市
場
に
何
か

起
き
た
か
。
筆
者
は
、
①
正
社
員
の
賃
金
ま
で

下
が
る
よ
う
に
な
っ
た
②
パ
ー
ト
・
派
遣
・
業

務
請
負
と
い
っ
た
低
賃
金
労
働
か
急
増
し
た
③

若
者
が
労
働
市
場
に
入
り
に
く
く
な
っ
た
、
の

三
点
に
尽
き
る
と
考
え
て
い
る
。

自
分
自
身
が
関
係
し
た
新
聞
記
事
を
点
検
す
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る

と

、

「

男

性

正

社

員

」
　

「

世

帯

主

」
　

「

中

高

年
」

に

つ

い
て

は

結
構
１　
い
て

い
る
が
、
若

者

は
五
％
台

突
入

の

約
一
年
後
ま
で

登
場
し

な

い
。

私
た
ち

に
は

「
お

父
さ
ん

の
失
業
こ

そ
が
深
刻

だ
」

と

い
う

意
識

が
強

か
っ
た

。
だ

が
、
こ

の

時
期

の
若

者
を

巡

る
雇
用

環
境

が
、
「
フ
リ
ー

タ
ー
二
百

十
七
万

人
、
無
業
者

（
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｉ

五
十
二
万

人
）
　（
○
四

年
版

「
労
働
白

書
」

）

と

い
っ
た
流
れ
を
加

速
し
た
と
す

れ
ば
、
若

者

の
実
態

、
先
に
１　
い
た

「
変
化
」
で

い
え

ば
③

に
つ

い
て

、
も
う
少

し
早
く
丁

寧
に
フ
ォ
ロ
ー

す
る
・
べ
き

だ
っ
た
と

思
う

。

と
、
反

省
し
た
後
で
呼
ん
だ

『
賃
金

デ
フ
レ
』

（
山
田
久
著
、
ち
く
ま
新
１　
）
、

『
若
者
が
《
社

会
的
弱

者
》
に
転

落
す

る
』
　（
宮
本

み
ち
子

著
、

洋
泉
社

新
書
）
と

い
っ
た
本

に
、
労
働
市
場

の

変
化
と
若

者
に
つ

い
て
鮮

や
か
な

分
析
が
書

い

て
あ

る
の
で
参
考

に
し

て

い
た
だ
き
た

い
。

少
子
化

に
せ

よ

、
失

業
率
に
せ

よ
、
日
本

が

そ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な

い
、
い
わ
ば
「
初

顔
合
わ
せ
」

の
勝
負
で

あ

る
。
そ
う

い
え

ば
、

円

高
か

ら
円

安
に

潮
目

が
変
わ

っ
た
と
き
、

デ

フ
レ

の
兆

候
が
出
て
き

た
と
き

も
、
政
府

も
メ

デ
ィ
ア

も
対
応

に
手

間
取
っ
た
よ
う

に
記

憶
し

て

い
る
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
で

解
読
不
能
な

変

化
を

ど
う

読
み
と

る
か
。
四
十
代
後
半
に
入

っ

た

が
ま
だ

ま
だ

勉
強

の
よ
う

で
あ

る
。

（
朝
日
新
聞
総
合
研
究
本
部
主
任
研
究
員
　
7
5
期
）
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目1オ

ﾇ1

一 一

正
門
を
出
る
。
前
方
に
榛
名
と
赤
城
の

山
鋤
を
仰
ぎ
て
蒼
空
を
望
み
視
線
を
落
と

せ
ば
野
原
の
末
に
堤
が
横
一
線
に
薄
緑
の

帯
を
な
す
。
乾
い
た
白
茶
気
た
土
道
が
折

線
と
な
っ
て
野
や
畑
を
左
右
に
分
け
て
ゐ

た
。
堤
の
向
ふ
に
屋
根
、
白
壁
、
木
木
が

小
さ
い
細
工
物
の
様
に
並
ん
で
ゐ
る
。
そ

れ
が
私
達
の
乗
附
の
野
の
風
景
で
あ
る
。

現
在
は
も
う
な
い
：

…

卒
業
し
て
六
十

有
余
年
の
星
霜
は
、
桑
田
変
じ
て
街
街
を

な
さ
し
め
た
。
中
学
は
夢
幻
茫
々
の
彼
方

で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
。
是
は
全
て

を
変
へ
て
し
ま
っ
た
。
寒
い
朝
た
っ
た
。

ラ
ヂ
オ
が
突
然
軍
艦
マ
ー
チ
を
奏
で
る
。

大
本
営
発
表
。
。
我
が
国
は
今
朝
太
平
洋

又ヌ

緬yl痢う|痢･緬

‥。|｡……川……,-|,‥

Ｕ
・
で
街

牧野　勇

域
に
於
い
て
米
英
両
国
と
交
戦
状
態
に
入

れ
り
”
。
そ
し
て
突
然
の
戦
果
の
発
表
。

驚
愕
と
共
に
清
冽
な
も
の
が
走
っ
た
。
だ

が
僅
か
な
が
ら
本
当
な
の
か
の
疑
念
が
あ

っ
た
。
勝
利
な
の
か
、
目
前
の
事
件
の
大

き
さ
に
幻
惑
さ
れ
、
夢
遊
病
者
の
如
く
学

校
へ
歩
い
て
ゐ
た
。
東
雲
を
輝
か
す
朝
日

は
林
立
す

る
桑
の
枯
枝
の
霜
を
光
ら
し
て

ゐ
た
。
あ
の
東
雲
の
彼
方
に
何
か
起
っ
て

ゐ
る
の
か
。
大
き
く
叫
び
た
い
気
持
で
道

を
急
い
だ
。
此
の
瞬
間
か
ら
私
達
は
熱
病

に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
ひ
は
中
学
一
年

生
で
始
ま
り
卒
業
と
共
に
終
わ
っ
た
。

あ
の
四
年
間
の
日
々
を
今
思
ひ
出
し
て

見
て
一
口
で
云
へ
ば
。
お
ぞ
ま
し
き
日
々
”

と
し
か
く
く
り
様
が
な
い
。

な

何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争
遂
行
と
云

ふ
國
家
統
制
の
鍋
の
中
に
閉
ぢ
こ
め
ら
れ

て
、
煎
り
廻
さ
れ
た
四
年
間
だ
か
ら
で
あ

る
。あ

っ
た
の
は
皇
國
史
観
の
み
で
あ
る
。

反
論
と
批
判
は
許
さ
れ
な
い
。
問
答
無
用

と
大
剣
を
振
る
っ
て
反
論
を
倒
す
の
事
例

は
時
流
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
理
智
の
判
断

と
理
性
の
論
理
は
、
問
答
無
用
と
圧
殺
さ

れ
た
。
此
の
事
は
戦
略
は
蔑
に
さ
れ
戦
術

の
み
に
走
っ
た
武
勇
伝
許
り
で
あ
る
。
孫

呉
と
略
は
書
名
の
み
で
荊
靭
の
悲
歌
が
受

入
れ
ら
れ
た
。
肉
弾
と
な
っ
て
死
す
に
美

学
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
激
情
の
短
絡
を
誘

ひ
熱
情
の
昂
揚
感
を
尊
ん
だ
。
死
を
以
て

当
れ
ば
全
て
が
解
決
す
る
。
と
単
純
に
信

じ
て
疑
は
な
か
っ
た
。
が
然
し
戦
局
の
窮

迫
は
絶
望
感
を
醸
成
し
一
屑
の
拍
車
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
安
易
な
死
生
観
は

一
種
の
原
初
体
験
と
な
り
後
年
ど
ん
な
に

苦
し
ん
だ
事
だ
ろ
う
。

あ
の
頃
、
既
に
戦
局
は
敗
色
濃
厚
と
な

り
死
の
影
に
怯
え
つ
つ
刹
那
主
義
に
陥
り

つ
つ
あ
っ
た
。
通
年
動
員
は
吾
々
に
何
を

教
へ
た
ら
う
。
そ
れ
は
退
廃
の
世
相
で
あ

る
。入

学
か
ら
卒
業
ま
で
の
四
年
間
は
開
戦

Z〃b 、

か
ら
終
戦
ま
で
の
四
年
問
を
軌
を
一
に
す

る
。
戦
争
遂
行
の
圧
殺
の
下
に
飼
育
さ
れ

た
の
は
吾
等
四
五
回
生
で
あ

る
。
勉
学
は

押
し
や
ら
れ
て
工
場
へ
、
中
学
生
と
し
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
完
成
期
の
云
は
ば
収
穫

期
が
無
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

此
の
喪
失
は
大
き
く
、
後
遺
症
は
今
に
及

ん
で
ゐ
る
。
何
年
か
前
の
卒
業
生
に
比
べ

て
劣
っ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

だ
が
異
常
な
体
験
の
下
に
自
然
に
結
ば

れ
た
友
垣
は
強
く
太
い
友
情
の
絆
と
な
っ

て
今
に
至
っ
て
ゐ
る
。
吾
等
四
五
回
生
は

四
五
会
を
結
成
し
、
参
集
日
一
月
二
目
の

午
後
三
時
と
し
、
語
呂
も
よ
く

コ

ー三
四

五
会
と
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
初
会
を

持
っ
て
綿
々
五
八
年
績
い
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
当
時
の
先
生
を
御
招
き
し
て
の
会
で

あ
る
が
、
凡
そ
の
方
々
は
物
故
さ
れ
現
在

は
剣
道
の
中
島
先
生
で
あ
る
。
又
吾
等
は

関
西
旅
行
は
中
止
さ
れ
た
。
数
年
前
か
ら

有
志
で
関
西
旅
行
を
挙
行
し
、
山
陰
旅
行

に
は
錦
織
先
生
の
墓
参
も
し
た
。
又
有
志

一
同
で
毎
月
東
京
散
策
会
を
企
画
し
、
江

戸
の
名
所
旧
蹟
を
訪
ね
て
ゐ
る
。
早
や
皆

耗
の
字
の
祝
い
の
年
で
あ
る
。
老

い
を
感

じ
さ
せ
ぬ
万
年
青
年
も
何
人
か
居
る
：

…

（
4
5期
）

６
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恒
例
の
高
高
同
窓
会
総
会
及
懇
親
会
は

平
成
十
六
年
一
月
二
十
四
日
滞
り
な
く
行

わ
れ
た
。
こ
の
盛
況
の
中
で
校
歌
を
唄
う

時
だ
け
は
、
気
持
の
高
揚
と
は
う
ら
は
ら
、

新
校
歌
を
唄
う
事
が
出
来
な
い
。
現
在
応

援
歌
と
な
っ
て
い
る
「
翠
轡
」
を
校
歌
と

し
て
三
年
間
、
い
や
そ
れ
以
後
も
こ

の
曲

し
か
な
じ
み
が
な
い
。
そ
こ
で
提
案
一
、

あ
る
時
期
テ
ー
プ
に
し
て
配
布
し
た
よ
う

に
聞
い
て
い
る
が
、
再
度
企
画
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
有
難
い
し
、
。
単
な
る
校
歌
”

と
し
て
歌
詞
を
追
う
の
で
も
な
く
、
又
、

こ
の
間
友
人
と
の
雑
談
時
間
と
し
て
費
や

す
事
も
な
く
な
り
、
高
揚
こ
の
上
な
い
と

考
え

、
検
討
頂
け
れ
ば
幸
で
す
。

提
案
二
は
、
新
校
歌
「
三
番
」
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
先
日
の
同
窓
会
で
久
し

く
会
わ
な
か
っ
た
同
期
の
友
人
（
当
時
は

応
援
団
長
と
し
て
勇
名
を
は
せ
た
）
か
ら
。

二

番
に
上
州
の
三
つ
の
山
は
：
：

と
あ

り

一
番
が
榛
名
山
で
、
二
番

が
赤
城
山
、

三
番
が
な
く
て
し
か
も
妙
義
山
が
な
い
の

は
な
ぜ
な
ん
だ
！
俺
は
毎
日
妙
義
山
を
眺

め
、
信
越
線
で
通
っ
た
ん
だ
ぞ
！
お
か
し

い
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と
の
剣
幕
、
以
前
か

ら
疑
問
を
持
っ
て
は
い
た
が
再
度
そ
の
思

い
を
強
く
し
た
。
同
感
の
声
と
共
に
彼
を

慰
め
る
は
め
と
な
る
始
末
で
あ
っ
た
。
上

州
の
三
つ
の
山
と
は
三
つ
揃
っ
て
こ
そ
群

馬
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

当
時
、
新
校
歌
制
定
に
際
し
、
作
詞
者

か
ら
原
稿
が
提
出
さ
れ
た
時
に
、
多
勢
の

委
員
の
中
に
一
人
と
し
て
何
の
疑
問
も
持

だ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
立
会
っ

-

た
方
や
、
何
か
文
献
は
な

い
か
と
思
っ
て

い
る
矢
先
、
た
ま
た
ま
六
十
周
年
記
念
誌

（
昭
和
三
十
二
年
）
を
持
っ
て
い
た
体
育

会
の
Ｙ
氏
か
ら
借
り

る
事
が
出
来
た
。
新

校
歌
制
度
の
い
き
さ
つ
等
、
当
時
関
わ
っ

て
い
た
先
生
方
の
内
、
内
藤
元
校
長
、
永

長
先
生
の
稿
や
作
詞
者
、
作
曲
者
の
談
話

を
読
ん
で
み
ま
し
た
が
、
何
の
ヒ
ン
ト
も

説
明
ら
し
き
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
役
時
代
に
新
校
歌
と
接
し
な
か
っ
た
者

が
何
と
な
く
し
っ
く
り

い
か
な
い
の
と
同

様
、
妙
義
山
を
毎
日
見
な
が
ら
通
っ
た
人

二つの校 歌

,ル 、

達
に
は
な
お
さ
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
ま
で
信
越
線
で
通
っ
た
人
達
は
多

い
だ
ろ
う
し
、
現
役
学
生
も
多
く

い
る
は

ず
で
、
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
聞

い
て
み

た
い
気
も
し
ま
す
。
こ
の
思
い
募
る
ば
か

り
で
、
皆
様
に
ど
う
伝
え
ら
れ
る
か
の
術

も
つ
き
、
と
う
と
う
一
つ
の
試
み
と
し
て
、

自
分
で
三
番
を
作
詞
し
て
し
ま
っ
た
し
だ

い
で
す
。

借
越
は
な
は
だ
し
い
限
り
で
、
作
者
に

対
す
る
冒
涜
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
し

か
り
を
受
け
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

が
校

歌
を
唄
う
者
に
免
じ
て
ど
う
か
お
赦
し
を

願
い
、
提
起
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
又
、
同
窓
諸
兄
も
賛
同

い
た

だ
け
る
よ
う
で
し
た
ら
唄
っ
て
み
た
り
、

添
削
な
り
、
又
当
局
で
正
式
に
公
募
制
定

等
し
て
頂
け
れ
ば
幸
で
す
。
兎
に
角
、
上

州
の
山
三
つ
を
揃
え
て
誰
も
が
楽
し
く
唄

え
る
よ
う
切
な
る
思

い
か
ら
ペ
ン
を
と
り

ま
し
た
。

回国ａ ＠
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作
者
の
方
に
ど
れ
だ
け
迷
惑
が
及
ぶ
か
、

細
か
い
事
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
他

に
も
疑
問
を
持
つ
方
は
多
い
と
考
え
、
赤

面
の
思

い
で
提
起
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
私
の
補
作
詞
を
あ
げ
て
お
き
ま

す
。

群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校
校
歌

演
名
光
彦
　
補
作
詞

三
、
村
雲
分
け
る
日
の
影
　
希
望
の
下
に

行
く
は
安
穏
の
　
明
日
へ
の
パ
ワ
ー

緑
な
す
地
を
　
生
き
る
如
く
に

妙
義
山
　
厳
山
越
え
て

銀
難
辛
苦
の
学
舎
に
て
　
友
よ

意
気
高
く
　
更
に
進
ま
ん

高
崎
　
わ
れ
ら
が
母
校

完
璧
の
心
　
伝
え
ゆ
け

（
㈲
演
名
造
園
設
計
研
究
室

代
表
取
締
役
　
5
5
期
）
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－ilr －

育
の
思

同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
て
、

久
し
振
り
に
高
高
時
代
を
振
返
っ
て
見
ま

し
た
。

ま
ず
目
に
浮
か
ぶ
の
は
畑
や
田
ん
ぼ
に

囲
ま
れ
た
校
舎
。
私
の
高
高
在
学
は
、
昭

和
三
十
八
年
四
月
か
ら
の
三
年
間
で
し
た

？
ａ

ｌ

カく

ら

当
時
は
、
今
で
は
想
像
も
で
き
な
い

Ｉ

χ

Ｆ
Ｖ

高
高
の
周
辺
に
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
田
ん
ぼ
道
を
、
四
季

折
々
の
変
化
を
見
な
が
ら
通
っ
た
も
の
で

し
た
。
通
学
の
道
か
ら
眺
め
る
榛
名
や
赤

城
の
姿
は
見
事
で
し
た
。

島
川
の
乗
附
側
の
土
手
も
、
当
時
は
未

ゝ ，

昏昏ｏｏ･

松本　修

整
備
の
土
手
で
、
下
校
途
中
、
そ
の
草
む

ら
に
腰
掛
け
て
、
高
崎
の
町
や
背
後
の
山

並
を
眺
め
な
が
ら
、
色
々
な
こ
と
を
考
え

ま
し
た

。

あ
れ
は
何
年
生
の
と
き
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
翠
轡
祭
の
前
夜
、
下
校
途
中
に
国
道

十
七
号
線
を
行
く
と
き
、
川
向
こ
う
の
暗

く
沈
ん
だ
高
高
の
方
角
か
ら
、
太
鼓
の
音

が
ト
ー
ン
、
ト
ー
ン
と
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。
十
七
号
線
も
、
ま
だ
そ
の
程
度
に
静

か
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
高
高
時
代
を

思
い
出
す
と
不
思
議
に
こ
の
情
景
と
気
持

が
蘇
っ
て
来
ま
す
。
今
思
え
ば
、
明
日
か

j
－.

ら
の
翠
営
祭
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
初
夏

の
空
気
の
中
で
、
先
に
広
く
開
け
た
自
分

の
人
生
を
感
じ
て
い
た
よ
う
な
、
そ
ん
な

気
分
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

二
年
生
か
ら
は
応
援
部
に
入
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
放
課
後
、
護
国
神
社
の
境

内
で
、
木
の
間
越
し
に
見
え

る
高
崎
の
町

に
向
か
っ
て
声
を
張
上
げ
、
応
援
の
練
習

を
い
た
し
ま
し
た
。
夏
の
高
校
野
球
で
は
、

前
橋
の
敷
島
球
場
に
通
い
、
炎
天
下
の
ス

タ
ン
ド
で
、
ブ
ッ
カ
キ
氷
を
か
じ
り
な
が

ら
、
文
字
通
り
熱

い
応
援
を

い
た
し
ま
し

た
。
同
じ
六
十
五
期
の
永
井
　

功
氏
は
、

こ

の
時
の
応
援
部
長
で
、
そ
の
気
迫
を
密

か
に
畏
敬
し
つ
つ
、
深

い
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
親
交
は
い

ま
だ
に
続
い
て
お
り
ま
す
。

勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
、
真
面

目
と
は
何
か
、
正
し
い
こ
と
は
何
か
、
な

ど
と
、
そ
の
年
頃
ら
し
い
疑
問
を
突
詰
め

て
考
え

た
の
も
あ
の
頃
で
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
思
索
の
結
果
を
極
端
に
現
実
の
行
動

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。

今
思
う
と
、
高
高
は
、
私
に
と
っ
て
、

自
然
に
親
し
み
、
良
き
人
々
に
恵
ま
れ
な

が
ら
、
自
由
に
心
身
を
成
長
さ
せ

る
こ
と

の
で
き
た
、
理
想
的
な
環
境
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
私
は
来
た
る
べ
き
大
人

時
代
に
向
け
て
、
自
分
の
基
礎
を
形
成
し

た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
の
高
高
時
代
も
、
も
う
四
十
年
の
昔

に
な
り
ま
し
た
。

Zj
－

ゝ

こ
の
間
に
、
私
は
、
東
京
に
出
て
役
所

で
働
き
、
結
婚
し
て
子
供
を
二
人
育
て
ま

し
た
。

高
高
時
代
の
考
え
や
夢
は
、
日
々
の
生

活
の
塵
芥
に
埋
も
れ
ま
し
た
が
、
潜
在
的

に
は
、
こ
れ
ら
は
、
私
と
い
う
人
間
の
基

調
と
し
て
在
り
続
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

仕
事
の
折
な
ど
に
、
ど
こ
か
珍
し
い
場

所
に
行
く
と
、
そ
の
場
所
で
応
援
歌
「
翠

営
」
を
口
ず
さ
む
の
を
常
と
し
て
お
り
ま

し

た

。

皆
さ
ん
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
上
で
も

楷
」
は
歌
わ
れ
た
の
で
す
よ
。

¬
翠

高
高
の
痕
跡
を
色
々
な
場
所
に
残
し
た

い
と
い
う
単
純
な
気
持
ち
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
同
時
に
、
人
生
の
イ
ベ
ン
ト
毎
に
、

高
高
時
代
の
自
分
を
引
出
し
て
来
て
、
今

の
自
分
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
た
よ
う
に

も
思
い
ま
す
。

今
で
は
、
子
供
達
も
巣
立
と
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
職
業
的
に
も
現
役
を
終
え
、

身
体
に
も
以

前
ほ
ど
の
自
信

が
な
く
な
り

ま
し
た
。
さ
て
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う

し
よ
う
と
い
う
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
お

り
ま
す
。

ど
こ
に
行
く
に
せ
よ
、
高
高
の
思

い
出

を
大
切
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
人
生
の
未

知
の
領
域
に
分
け
入
っ
て
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
翠
営
」
を
歌
い
な

が
ら
。

（
囲
海
外

鉄
道
技
術
協
力
協
会

専
務
理
Ｓ
　
　Ｓ
期
）
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卒
業
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
、
二
十
年

近
く
が
経
ち
ま
し
た
。
思

い
出
は
、
あ
た

か
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
蘇
っ
て
き
ま

す
。
松
井
先
生
、
川
嶋
先
生
、
加
納
先
生

に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ

の
二
十
年
間
、
時
間
は
矢
の
よ
う
に

過
ぎ
去
り
、
当
時
の
思
い
出
な
ど
じ
っ
く

り
思
い
起
こ
す
余
裕
も
な
か
っ
た
よ
う
に

思

い
ま
す
。
在
学
中
は
成
績
不
良
で
、
自

分
の
人
生
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
不
安
を

感
じ
な
が
ら
も
、
な
ぜ
か
マ
イ
ペ
ー
ス
に

「
ぼ
ん
や
り
」
と
過
ご
し
た
三
年
間
で
あ

っ
た
と
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

自
分
の
人
生
に
お
い
て
は
、
大
切
で
、
多

感
で
、
楽
し
い
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。
あ

る
意
味
、
精
神
的
に
未
発
達
で
、
社
会
的

責
任
と
い
う
の
も
に
は
ま
る
で
無
頓
着
。

そ
し
て
、
何
も
気
づ
か
な
い
幼
稚
な
子
ど

も
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

同
級
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
、

私
は
二
浪
の
末
、
大
学
に
進
学
し
て
体
育

会
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
ま
し
た
。
授
業
の

な
い
日
に
は
部
員
仲
間
と
、
提
携
し
て
い

た
伊
豆
の
川
奈
ホ
テ
ル

ゴ
ル
フ
場
で
キ
ャ

デ
ィ
ー
の
ア
ル

バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
、
バ

イ
ト
の
後
に
は
日
が
く
れ
る
ま
で
白
球
を

打
ち
続
け
て
お
り
ま
し
た
。
伊
豆
川
奈
の

夕
陽
が
海
に
ゆ
っ
く
り
と
沈
み
行
く
光
景

は
、
海
の
な
い
群
馬
で
育
っ
た
私
に
は
幾

度
見
て
も
飽
き
る
こ
と
な
い
生
涯
忘
れ
得

な
い
美
し
い
思

い
出
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま

す
。私

か
進
ん
だ
（
遊
ん
だ
）
大
学
は
非
常

J ｉ

に
「
こ
ぢ
ん
ま
り
」
と
し
て
お
り
、
同
学

年
に
高
高
同
窓
生
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
多
数
の
大
学
の
友
人

た
ち
は
「
高
高
（
タ
カ
タ
カ
）
」
を
知
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
も
ご
経
験
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
同
様
に
、
就
職
を
し

て
か
ら
も
、
同
じ
経
験
を
し
、
さ
ら
に
各

£いつ
ｒ

ｖ
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界
で
活
躍
さ
れ
る
諸
先
輩
方
の
話
題
が
、

時
と
し
て
初
め
て
お
会
い
し
た
方
と
も
共

通
の
知
人
、
話
題
の
人
物
と
い
う
こ
と
で

話
し

が
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
福
田
赳
夫
先
生
、
中
曽

根
康
弘
先
生
の
母
校
と
い
う
こ
と
で
、
認

知
度
が
高
か
っ
た
印
象
が
強
く
残
っ
て
お

り
ま
す
。

九
年
間
の
会
社
員
生
活
に
区
切
り
を
つ

け
、
昨
年
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
高
崎

市
選
挙
区
よ
り
出
馬
し
、
県
議
会
議
員
に

初
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
級
生
、
先
輩
後
輩
の
間
柄
と

い
う
の

は
あ
り
か
た
く
、
年
月
の
経
過
、
世
代
の

違

い
は
存
在
し
な
い
か
の
ご
と
く
に
皆
様

の
ご
声
援
を
五
感
全
体
で
感
じ
ま
し
た
。

感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。
と
り
わ
け
、
卒

業
以
来
の
同
級
生
が
応
援
に
大
勢
駆
け
つ

け
、
自
分
の
人
生
に
お
い
て
は
、
か
け
が

え
の
な
い
友
人
た
ち
と
な
り
ま
し
た
。
「
友

は
一
生
の
宝
」
で
し
ょ
う
。
当
時
、
そ
ん

I'愉;･･.ぶい

々･ﾚ･ン

①1
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な
に
喋
っ
た
記
憶
も
な
い
同
級
生
で
す
ら
、

時
間
の
流
れ
が
す
べ
て
を
押
し
流
し
て
、

な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
応
援
し
て
く
れ

た
こ
と
に
自
然
と
涙
が
溢
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
の
職
場
で
あ
る
県
庁
に
も
十
四
人

の
同
級
生
と
、
数
多
く
の
先
輩
や
後
輩
た

ち
が
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
議
員
と

し
て
も
、
松
沢
睦
県
議
（
四
八
期
）
、
木

暮
繁
敏
県
議
（
五
三
期
）
、
荻
原
康
二
県

議
（
六
三
期
）
、
伊
藤
祐
司
県
議
（
七
五

期
）
、
岩
井
均
県
議
（
八
一
期
）
が
、
ご

活

躍
さ
れ
て

い
ま
す

。
現
在
、
高
高
と
の

関
わ
り
は
、
毎
年
行

わ
れ

る
卓
球
部
の
現

役
Ｏ

Ｂ
交
流
試
合

、
合
宿
に
お
邪
魔

し
て
、

し

ば
し
汗

を
流
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は

Ｓ
Ｓ

Ｈ
校

に
関
す

る
行
政
視
察
で
訪

問
を

さ
せ

て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
終
わ
り
に
、

昔
と

変
わ

ら
ず
生
き

生
き

と
し
て
、

や
ん

ち
ゃ
な
高

高
に
い
つ
ま
で
も
エ
ー
ル
を
送

り
続
け
た

い
と
思

い
ま
す
。

（
群
馬
県
議
会
議
員
　
8
5期
）

ａ 国ａｓ

橋爪　洋介
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＜２＞ケネディー スペ ー スセンタ ー（ＫＳＣ）

“き ぼう” の見学: ＫＳＣ最 大 のイベ ント は、近 々宇 宙

へ打ち上げられる予定の、日本のlSSモジュ ール“きぼう”

の見学であ る。 ＪＡＸＡの協力 で、一般 には公 開されてい

ない 貴重 な体 験が で きた。施 設 に入 る と、 そこ には日

本 の “きぽう ” だけ で な く、 こ れから打 ち上げ られよ

高高同窓会報

うとしている各国のモジュールが並べられていた。なんとも言えぬ感動で、背筋には微弱な電流が流 れっぱ

なしであった。簿防塵服を着た作業員の方の作業を見ながら、ＪＡＸＡの高橋さんが各部の説明をして下さった。

ガイドツア ー 組立施設 アポロ ／ サターンV センター LＣ39

Up- ＣＩｏｓｅガイドツアー: Ｋsｃの施設３箇所をバスで巡るツアーで、シャトル組立て施設、Lc39 （発射台）、

アポロ／サターンｖセンターを訪れた。　１週間前に襲来したハリケーンの影響が残り、発射台の近くまでは

行けなかったが、その規模の大きさを肌で感じ取ることができた。

＜３＞マ サチューセッツ工科大学( ＭＩＴ)

ＭＩ丁博 物 館: ＭＩＴで まず訪問 し たのが

ＭＩＴ博物館であ る。 ＭＩＴの研 究者、技術

者 が芸 術性 溢 れる メカニ ッ クや フ ォト

な どは、 そ の独針|生や発 想 の多様性 な

どの面で、只々驚かされるばかりである。

MI 丁学生体験談: ＭＩＴの学生合田圭介さんが、ＭＩＴの学生生活、

研究生活などを話してくれた。 アメリ カの大学と日本 の大学

の違いや、日本の高校生へ のアドバイスなど参考 となること

が多かっ た。その後４人のＭＩＴ学生によるパネルディスカッ

ションがあり、派遣生から多くの質問が出 されてい た。

MITキャンパスツアー：４グループに分かれ、ＭＩＴ日本人｜

学生の案内で、研究室や図書館などを訪問した。緊急用発｜

電所 もあ り、学ぶための施設は十分すぎるほど充実している。

グループ を案内 して くれた桑 田さんは航空宇宙工学専攻。

研 究室 の中 まで案内 して いただ き、研 究生活 の雰囲気を味

わえた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

MI 丁学生との夕食会: ＭＩＴ日本人会の方々12名を交え12の

グループ に分かれてテーブルを囲み、学生生活や高校時代

のことなどの話を直接聞くことができた。巨大なロブスタ

ーを前に２時間ほど話が弾み、派遣生は忘 れられないひと

時を過ごしたようだ。＜この夕食会を最後に11 日間の日程

が終了した。＞

今年で指定３年目を迎えたＳＳＨであるが、今回紹介したＮＡＳＡ派遣事業を中心に、さらなるプログラ

ムの充実を図り、大きな成果を得ているようである。このＳＳＨ事業は、詳細は未定ながら次年度以降も継

続の予定であり、また、次年度からは文系分野に焦点を当てたＨＳ（ヒューマン・サイエン ス）の取り組み

を始めようという計画もある。同窓諸兄の皆様には、母校高々の益々の発展をご期待いただきたい。

なお、末筆ながら、ＳＳＨを初めとする高々の教育活動に対し、多くの同窓諸兄より多大なるご協力をい

ただき、同窓会として、紙面を借りて御礼申し上げる次第であります。

10
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ＳＳＨ ＮＡＳＡ派遣事業報告

昨年度紹介した「ＳＳＨ（スーパー・サイエンス・ハイスクール）」事業の一環として、今年度は第

二学年の希望者を対象に、ＮＡＳＡ派遣事業が実施された。群馬県主催により、本校と同じくＳＳＨの

指定を受けた高崎女子高校との共同実施であるが、今回の特集では、この事業の概要を紹介したいと思う。

N
　

ｍ

４
　

ｒ

｀
。
）

C
ｊ
Ｚ
Ｏ

　

＜

１ １

研修の目的

研　修　地

研 修 期 間

参加生徒数：

引 率 教 諭：

経　　 費：

宇宙開発と人間生活の

１

宇宙飛行士 訓練棟

j
－｡

j－Q

①宇宙開発に関する科学技術の成果と今後の課題について考察し

かかわりについて探究する。

②ＮＡＳＡで はたらく科学者 ・技術者 と接 するこ とにより、ＮＡＳＡ及び宇宙 開発 をよ り身近

な存在 として とらえ、 自らの進路選択 の一つのあ り方 として考える。

アメリ カ合衆国( ヒュ ーストン、 オーランド、ボスト ン)

平成16 年8 月18 日(水) ～28 日(土)

8月18 日(水) 成田→ヒューストン　　　　　　　8 月23 日(月) ケネディースペースセンター(ＫＳＣ)

8月19 日(木) ジョンソンスペースセンター(JSC)8 月24 日(火) ケネディースペースセンター(ＫＳＣ)

8月20 日(金) ジョンソンスペースセンター(JSC)8 月25 日(水) オーランド→ボストン

8月21 日(土) ヒューストン→オーランド　　　　8 月26 臥 木) マサチューセッツ工科大学( ＭＩＴ)

8月22 日(日) ディズニーワールド(エプコット)　8 月27 臥 金)･28 日(土) ボストン→成田

高崎高校２年82 名。高崎女子高校２年35 名３年 ８名( 計43 名) 合計125 名

県 教育委員会　 飯野直幸( 団長)、日]口哲 男、

高崎高校　 猿谷亮司、関根正弘、丸橋　 覚、天野正明( 高女 教諭2 名) 計 ８名

１人当り337,000 円( 航空運賃、バス、宿泊代291,932 円、研 修諸費用34,236 円、渡航手続10 、832円)

主な訪問先

＞ジョンソンスペースセンター(ＪＳＣ)

ＪＳＣエントランス前にて(土井､中村氏らと共に)

トラ ムツアー ：ト ラ ムに乗 ってJSC の施設を めぐっ だ。

アポロ計 画等で指揮 を とってい たミ ッシ ョンコントロ

ールセン ターに入った途端、鳥肌が立っ た。 緊急 脱出

用の宇宙船Ｘ-38の見学後、宇宙飛行士訓練棟 では、実

物大 のスペースシャト ルや国際宇宙 ステ ーショ ンの模

型が並 んでい た。

土井 隆雄宇宙飛行 士･ 中村圭子博士講演会

土井宇宙飛 行士と中村博士の講演会

最 初の訪 問地 はＮＡＳＡのジ ョ ンソ ンスペ ースセ

ンターである。我々はここで２日間を過ごした。

川

の訪問、そして ３つ のＡｃtiｖity。敷 地面積 の広 さに

驚 き、サ ター ンＶロ ケ ット の大 きさ に圧 倒 さ れた。

2 EI目 は、ＮＡＳＡ研 究者 のＧrａy教授 や土 井宇宙

飛行 士 と中村 教授 の講 演 会な どが行 わ れた。通常

はなか なか話 を聞 くこ とので きない 土井 宇宙飛行

士 やＮＡＳＡの研 究者 の講 演 会を 聞 くこ とがで き、

充実 した研 修となっ た。

ミッションコントロ ールセ ンター

JSC 最後のプログラムは、日本人宇宙飛行土井隆雄

さんとＮＡＳＡ研究員の中村さんの講演会だった。土井

さんからはスペースシャトルの中の様子や宇宙 にお

ける船外活動の様子をビデオや写真を交えて話をし

ていただい た。中村さんは火星の石、唄石等の研究

について話していただいた。 JSC訪問における最高の

イベントで幕を閉じることができた。
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成

田

空

港

か

ら

ダ
ラ

ス

に
約

十
二

時
　

リ

カ
で
も

ピ

ッ

ク
３

や
日

系

の
自

動

車

間

の

フ
ラ

イ
ト

で
到

着

、
現

在

は

ア

メ
　

メ

ー
カ

ー
に
商
品

を
納

入

し

て

い
ま

す
。

リ

カ

ン
航
空

が

一
日
平
均

約

一
　・
五

便
　
　

初

め

て
の
海

外

生
活

で

や
は
り

戸

惑

の
直

行

使
を

飛

ば
し
て

い
ま

す

。

ダ

ラ
　

う

の
は
「
言
葉
」
　「
文
化
」
の
違

い
で
す
。

ス
は

人

口
約

百

二

十
万

人

の
テ

キ
サ

ス
　

衣

食
住

と

い

っ
た
普

段

の

生
活
で

も
慣

州
第
三

位

の
都

市

で
日
本

の
長

崎
と

は
　

れ

る
ま

で
色

々
大

変

な

面
も

あ
り

ま

し

ぼ
同
緯

度

に
あ

た
り

、

一
年

中

暑

い
よ
　

た

が
、
こ

こ

ダ
ラ

ス

に
は
日

本
人

が
二

う

に
思

わ

れ

る
か
も

し
れ

ま

せ
ん

が
、
　

千
人

余
り

暮

ら
し

て

い
る
こ

と
も

あ
り

、

冬

は
平

均

気

温

が
氷

点
下

に

な

る
日

が
　

日

本
食

レ

ス
ト

ラ

ン
は
三

十

軒
余
り

。

一
ヶ
月

近

く

あ

る

一
面

も

あ
り

ま

す

。
　

ま

た
日

本

の
食

材

も

あ

る
程

度
手

に
入

テ
キ

サ

ス
州

は

か

つ
て

メ
キ

シ
コ

領

で
、

り

ま

す

。
ま

た

ガ
ソ

リ

ン
は
約

Ｇ
／

£

。

一
八
四
五
年
ま
で
独
立
し
た
一
国
家

「
テ
　

缶

ビ

ー
ル
は
約

伽
／

本

、
床
屋

は
約

眼

キ
サ

ス
共

和
国

」

だ

っ
た
と

い
う
歴

史
　

と

物

価

の
安
さ

は
普

段

の
生
活

の

中
で

を

持

っ
て

お
り

、

代

々
受

け

継

が
れ

て
　

体

感
で
き
ま
す

。

き
た
独
立
心
が

「
テ
キ
サ

ス
魂
」
を
生

み
、
　

一
方
「
英
語
」
は

高
高
時
代
を
含

め
十

何

で
も

大
き

な
も

の

や
一
番

が
好

き

だ
　

年
近
く
学
習
し
た
わ
け
で
す
が
、
会
社
で

と

い
う

気
質

の
も
と

に
な

っ
て

い
る
よ
　

の
会
話

は
何

と

か
な

る
も

の

の
外
に

出

う

で
す

。
事

実

テ

キ
サ

ス
で
は

、
全

長
　

る

と

耳

が

つ

い

て

い
か

ず

、

や

は

り

六

メ

ー
ト

ル
近

い
フ
ル
サ
イ

ズ

の
ピ

ッ
　

５１Ｐａ
ｒ
ｄｏ
ｎ
 ｍ
ｅ
ａ

が
多

く
な
り
ま
す
。
さ
ら

ク
ア
ッ

プ
ト

ラ

ッ

ク

が
全

米

一
多

く

走
　

に
言
葉
以
上
に
戸
或
七
つ
の
は
、
や
は
り
「
文

っ
て
い
ま
す

。
ま
た
ダ
ラ
ス
は
映
画

「
ダ
　

化

」

の
違

い
で
す

。
現
在

三

十
人
余

り

ラ

ス
の

暑

い
日
」

で
再

現

さ
れ

た

よ
う
　

の
現

地
人

の

部
下

を

持

っ

て

い
ま
す

が
、

に

ジ
ョ

ン

・
Ｆ

・
ケ
ネ

デ
ィ
大

統
領

が
　

ア

メ
リ

カ
人
は

自

分

が
納

得
す

る
ま

で

暗

殺

さ

れ
た

都
市

で
す

が

、

ダ
ウ

ン

タ
　

は

っ
き

り

と
自

分

の

考
え

方
を

主
張

し
、

ウ
ン
は

写

真

の
よ
う

な

近
代

的

な

高
層
　

ま

た
家

庭
第

一
で
余

程

の
こ

と

が
な

い

ビ
ル

が
林

立
す

る
近
代

都
市

で
も

あ
り
　

限
り

遅
く
ま

で
残

業

を

す

る
こ

と
は

あ

ま
す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

ま
せ

し
有

給
休

暇
も

し

っ
か
り

取
り

こ

の

ダ
ラ

ス
に
社
命

に
よ
り

単

身

赴
　

ま
す

。
た
だ

一
方

自

分

だ
理

解
し

さ
え

任

し
て

約
二

年
半

が
経
ち

ま
し

た

。
勤
　

す
れ
ば
、
後
は
ａ
　Ｙ
ｅ
ｓ
 Ｓ
ｉｒ
 ａ

で
決
め
ら

務
す

る
サ

ン

デ
ン
株
式

会

社
は

カ
ー

エ
　

れ

た
範
囲

の

仕
事

は

き

っ
ち
り

と

こ

な

ア
コ

ン
用

コ

ン

プ
レ

ッ
サ

ー
を

主
力

商
　

し
ま

す

。
こ

の
辺

は

ア

メ
リ

カ

の
契
約

品

と

し

て
、

ア

ジ
ア

や
欧
米

二

十
二

ヶ
　

社

会

の

一
面

を

垣

間
見

る
こ

と

が
で
き

国

に
現
地

法
人

を

設
立

し

、
こ

こ

ア

メ
　

ま
す

。

4〃 ｋ

Z〃k

″尹

-

Ｉ

ノ

ー

ま
た
ア
メ
リ
カ
人
は
一
般
的
に
非
常

「
星
条
旗
」
好
き
で
、
誠
実
な
カ
ト

ッ
ク
教
徒
と
思

い
ま
す
。
普
段
か
ら

玄
関
に
星
条
旗
を
掲
げ
て

い
る
人
、
独

立
記
念
日
や
９
－

‐
］に
星
条
旗
を
あ
し

ら
っ
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
人
は
数

知
れ
ま
せ

ん
し

、
ま
た
日
曜
は
か
な
り

の
人
が
教
会
に
礼
拝
に
出
掛
け

る
の
で

十
一
時
以
降
に
開
店
す
る
店
舗
を
多
く

見
か
け
ま
す
。
こ
の
辺
は
日
本
人
と
違
い

何
か
形
の
あ
る
も
の
で
同
じ
国
民
と
し

て
結
び
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
多
民
族
国

家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
特
徴
と

言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
高
高
時
代
そ
し
て
就
職
後
も
高

高
の
先
輩
後
輩
の
方
々
と
一
緒
に
プ
レ

ー
し
た
サ
ッ
カ
ー
を
、
こ
の
ダ
ラ
ス
の

地
で
も
今
度
は
世
界
各
国
の
人
達
と
楽

し
ん
で

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
国
境
は

な
い
と
言

い
ま
す

が
、
言
葉

が
通
じ
な

く
と
も
ひ
と
つ
の
ル
ー
ル
の
も
と
一
つ

の
ボ
ー
ル
を
一
緒
に
追
い
か
け
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
よ

う
な
国
際
交
流
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

海
外
に
出
て
違
う
文
化
に
触
れ
る
こ

と
の
良
さ
は
、
何
よ
り
改
め
て
故
郷
日

本
の
文
化

・
歴
史
を
振
り
返
り
そ
の
良

さ
悪
さ
を
見

つ
め
直
す
機
会
を
持
て
る

こ
と
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
も
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
一

度
日
本
を
外
か
ら
見
ら
れ
て
は

い
か

が

で
し
ょ
つヽ
か
。

（
㈱
サ
ン

デ
ン
　

ア
メ
リ

カ
工

場

勤
ｌ
　

ｒ
２
期

）

１２
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群
馬
大
学
医
学
部
医
学
科
の
卒
業
生
、

学
生
、
お
よ
び
他
大
学
出
身
で
群
大
病
院

に
勤
務
す
る
高
高
の
同
窓
生
で
構
成
さ
れ

る
こ
の
会
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
で
も

高
女
出
身
者
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い

る
点
に
あ
り
ま
す
。
す
で
に
数
十
年
の
歴

史
が
あ
り
、
例
年
医
学
科
四
年
の
学
生
が

幹
事
と
な
り
、
名
簿
の
作
成
な
ら
び
に
新

入
生
の

歓
迎
会
を
兼
ね
た
年
一
回
の
懇
親

の
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
六
月

十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
現
在
、
中

里
洋

一
　（
6
5期
）
、
倉
林
正
彦
、
田
村
遵

一
　（
と
も
に
7
3期
）
の
各
先
生
が
教
授
と

し
て

ご
活
躍
中
で
、
こ
の
同
窓
会
に
も
ほ

ば
毎
回
出
席
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と

で
、
学
生
た
ち
の
出
席
率
は
す
こ
ぶ
る
高

く
、
教
授
や
医
師
と
し
て

ご
活
躍
中
の
卒

業
生
と
学
生
と
の
間
で
、
あ
る
い
は
学
年

の
枠
を
越
え
た
学
生
同
士
の
間
で
、
普
段

の
教
室
で
は
交
わ
す
こ
と
の
な
い
様
々

な

話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
学
生
か
ら
見

る
と
遠
い
世
界
の
存
在
と
思
わ
れ
が
ち
な

教
授
の
先
生
方
が
、
若
か
り
し
日
の
思
い

出
話
を
交
え
な
が
ら
語
り
か
け
て
下
さ
る

そ
の
姿
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な

い
人
生
の
お
手
本
で
あ
り
、
高
高
、
高
女

出
身
者
で
あ
る
誇
り
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
再
認
識
す
る
場
と
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
六
学
年
の
学
生
が
一
堂
に

会
し
、
全
員
が
自
己
紹
介
す
る
の
が
慣
例

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
話
し
ぶ
り

や
態
度
が
学
年
と
と
も
に
着
実
に
成
長
し
、

,●・ ・｡一
歩
ず
つ

医

療
者
に

近

づ
い

て
い

る

姿
を

目
に

す

る
こ

と
が
で

き

ま
す

。
大

学

を

卒

業

し

て
十

数
年

が
経
過
し

た

私

は
、

後
輩

た
ち

の

姿
に

頼

も
し

さ

を
覚

え

る
と

と

も

に

、
い

つ

も
背
中

を

押
さ
れ

る

よ
う

な

心

境
に
な
り
ま
す

。

宴
の

終
わ

り
に

は
翠

轡
と

高

女
の

校

歌

を

斉
唱
し

て

散
会

と
な

り
ま

す

。
今

年

は

特
に

翠

轡

育
英
会

の

募
金
を

行

い

、
母

校

が

実

施
し
て

い

る
こ

の
誇

る
べ

き

事
業

に

些

少
な

り

と

も
寄
与
で

き
た

喜

び
を

分

か

ち
合

い

ま
し

た

。
言

う
ま
で

も
な

い
こ

と

で

す

が
、

こ
の

募
金
に

は

高
女

出

身
者

の

善
意

も
込

め
ら

れ
て

い
る
こ

と

を

銘

記
し

て
お

き
ま
す
。

（
群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
病
態
病
理
学

分
野
、
剛
翠
轡
育
英
会
評
議
員
、
8
5期
）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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五
十
三
期
生
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
卒
）

の
同
窓
会
活
動
は
、
五
三
会
（
高
崎
）
　△

水
会
（
高
崎
）
　・
二
水
会
（
京
浜
）
の
三
つ

の
輪
が
、
互
い
に
内
接
し
、
外
接
し
、
時
に

交
差
し
て
、
微
妙
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
今

日
ま
で
行
わ
れ
て
来
た
。

四
十
代
半
ば
頃
、
高
崎
で
は
、
仲
の
良
い

連
絡
の
と
り
易
い
者
同
士
が
適
宜
集
ま
る
と

い
う
従
来
の
方
式
を
改
め
、
同
窓
会
名
簿
に

基
づ
き
、
市
近
辺
在
住
者
全
て
に
案
内
状
を

送
る
形
に
し
た
。
会
場
は
、
高
松
荘
と
魚
仲

を
交
互
に
使
い
、
毎
年
一
回
開
く
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
何
年
か
後
、
高
高
同
窓
会
新

年
総
会
の
幹
事
を
五
十
三
期
が
務
め
る
年
に

あ
た
り
、
本
木
君
を
責
任
者
と
し
て
、
チ
ケ

ッ
ト
の
販
売
や
会
の
運
営
に
多
く
の
同
期
生

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
後
、
五

三
会
は
出
席
者
が
徐
々
に
増
え
、
毎
回
四
十

人
を
超
え
る
規
模
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
方
、
京
浜
地
区
で
も
、
期
せ
ず
し
て
四

十
代
半
ば
の
同
期
生
が
、
毎
月
第
二
水
曜
日

六
時
、
定
宿
ア
イ
に
気
ま
ま
に
出
向
く
と
い

う
形
で
互
い
の
情
報
交
換
や
親
睦
を
は
か
っ

て
い
た
。
世
話
人
は
芹
沢
君
、
小
林
君
、
五

十
嵐
君
と
引
き
継
が
れ
な
が
ら
、
二
十
数
年

に
わ
た
り
息
の
長
い
活
動
を
続
け
て
い
る
。

会
の
形

態
は
違
う
が
、
五
三
会
と
二
水
会

は

、
そ

の
勤
務
・
居
住
地
域
の
関
係
か
ら
、

外
接
す

る
二
つ
の
円
で
、
時
折
り

一
部
交
差

す
る
間
柄
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
水

会
は
、
成
立
が
こ
れ
ら
よ
り
遅
れ
た
。

還
暦
を

迎
え
た
頃
、
以
前
東
京
で
二
水
会
に

顔
を
出
し
て
い
た
須
田
君
の
発
議
で
、
水
木

・

山

□
・
羽
鳥
・
室
賀
・
小
池
君
ら
が
皆
に
呼

び
か
け

、
毎
月
第
一
水
曜
日
六
時
頃
か
ら
市

内

の
ス

ナ
ッ
ク

ー
グ
ロ
ー
に

集
ま
ろ
う
と
い

う
こ

と
に
し
た
。
こ
の
日
は
殆
ど
貸
し
切
り

で

、
六

時
に
行
く
と
席
が
な
い
と
い
う
有
様
。

い
つ

も
十
二
、
三
人

は
顔
を
見
せ

、
時
に
よ

っ
て
人

が
入
れ
替
る
か
ら
、
こ
こ
に
出
入
り

す
る
地

元
同
期
生
は
二
十
数
人
に
な
る
。
話

題
は
多
種
多
岐
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
や
得
意

分
野
に

応
じ
て
、
幾
つ
か
の
場
が
で
き
る
。

ゴ
ル
フ

・
海
外
旅
行
・
釣
り
・
文
芸

・
社
会

情
勢

・
柳
川
町
界
隈
事
情
な
ど
。
話
は
移
り

時
は
移
り
、
数
時
間
尽
き
る
こ
と
が
な
い

。

一
水
会

は
二
水
会
の
例
に
学
ん
だ

も
の
で
、

出
席
者
の
円
は
五
三
会
の
円
に
内
接
し

、
二

水
会
の
円
に
外
接
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
境
遇
も
立
場
も
異
に
す
る

個
性
が
、
気
が
ね
な
く
交
流
す
る
場
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
各
人
に

、
う

ち
と
け
た
中
に

も
礼

節
を
忘
れ
な
い
豊
か
な

心
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
う
。
五
十
三
期
と

い
う
縁
の
中
で
、
誰
も
が
安
ら
か
に
身
を
寄

せ
、
出
入
り
で
き
る
、
よ
り
大
き
な
輪
が
育

っ
て
行
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（
元
　

高
校
教
師
　
5
3期
）

● ● ●

１ ３



高高同窓会報

同窓会本鄙から

本
年
度
の
翠
鸞
セ
ミ
ナ
ー
は
左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
好
評
で
し
た
。

●
第
一
回
（
通
算
四
十
九
回
）
　
六
月
十
九
日
（
土
）

「
健
や
か
な
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
向
け
て
」

上
大
類
病
院
院
長
　
矢
島
祥
吉
（
六
一
期
）
氏

急
速
な
長
寿
化
に
伴
う
、
老
後
の
心
身
の
建
康
を
主
題
と
し
、
本
人
の
心
構

え
と
家
族
や
医
療
の
今
後
の
あ
る
べ
き
す
が
た
を
具
体
的
に
示
し
た
講
演
。

●
第
二
回
（
通
算
五
十
回
）

「
二
十
一
世
紀
日
本
の
課
題
と
進
路
」

元
内
閣
総
理
大
臣
　
大
勲
位
　
中
曽
根
康
弘
（
三
十
五
期
）
氏

今
世
紀
の
日
本
の
進
路
を
、
ご
自
身
の

半
世
紀
を
越
え
る
政
治
家
生
活
の
中
か
ら

振
り
返
る
。
国
際
法
・
国
益
・
歴
史
に
鑑

み
、
情
報
と
文
化
に
重
点
を
置
い
た
国
家

経
営
の
必
要
性
を
示
し
た
講
演
。
少
年
時

代
の
浅
間
の
暮
色
や
恩
師
と
の
交
流
の
思

い
出
か
ら
、
「
結
縁
・
尊
縁
・
従
縁
」
の

姿
勢
が
人
間
性
を
育
て
る
こ
と
を
語
ら
れ

た
。
保
護
者
・
同
窓
会
理
事
に
生
徒
を
加

tﾆL・;ご 屑難

え
、
千
三
百
名
ほ
ど
の
受
講
者
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
毎
年
維
持
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お

り
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
に
て
こ
こ
数
年
は
毎
年
予
算
額
を
こ
え

る
実
績
を
残
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
六
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
残
念
な
が

ら
予
算
額
を
や
や
下
回
る
納
入
実
績
（
十
月
一
日
現
在
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
同
窓
会
の
収
入
は
会
員
の
方
か
ら
の
維
持
会
費
と
新
入
生
か
ら
の
入

会
金
に
依
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
入
会
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
指
導
に
よ
り
来

｛

年
度
新
入
生
か
ら
は
卒
業
時
の
納
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
か
ら
の
二
年
間
は
各

年
度
約
三
百
万
円
の
減
収
と
な
り
、
き
わ
め
て
厳
し
い
会
計
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
事
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
維
持
会
費
の
増
収
、

経
費
節
減
、
積
み
立
て
の
停
止
等
で
対
応
し
、
で
き
る
だ
け
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
は

避
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
こ
う
し
た
特
別
な
事
情
を
ご

理
解
下
さ
り
、
平
成
十
七
年
度
の
維
持
会
費
の
納
入
に
つ
き
ま
し
て
は
格
別
な
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
国
立
市
在
住
の
松
田
和
夫
（
四
十
五
期
）
さ
ん
か
ら
、
転
居
、
海
外
業
務
等

で
長
期
に
わ
た
り
同
窓
会
活
動
に
協
力
で
き
な
か
っ
た
お
詫
び
に
と
、
維
持
会
費
等
と

し
て
五
万
円
の
浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会
員
名
簿
が
発
行
さ
れ
る
と
、
こ
れ
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
一
般
業
者
に
よ
る
類
似

の
名
簿
発
行
や
詳
細
な
個
人
デ
ー
タ
収
集
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
同
窓
会
の
会
員
名
簿
は

五
年
ご
と
に
発
行
し
て
お
り
、
次
の
発
行
は
平
成
十
九
年
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
準
備
は
平
成
十
八
年
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
は
名
簿
作
成
作
業
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
会
員
名
簿
の
構
成
は
卒
業
年
度
順
と
な
っ
て
お
り
、
職
業
別
等
の

名
簿
は
発
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
承
知
の
上
、
名
簿
作
製
の
た
め

の
個
人

デ
ー
タ
確
認
は
が
き
、
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
や
名
簿
購
入
の
誘
い
に
対
応

し
て
下
さ
い
。

平
成
十
六
年
七
月
二
十
五
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
（
享
年
九
十
二
歳
）
安
居
先
生
は

昭
和
十
四
年
よ
り
昭
和
三
十
三
年
ま
で
本
校
に
勤
務
さ
れ
た
後
、
榛
名
高
校
、
富
岡
東

高
校
の
校
長
、
県
教
委
指
導
課
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十
八
年
退

職
さ
れ
る
ま
で
本
校
校
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ご
う
二
十
三
年
間
の
本
校
勤
務
を

通
じ
「
ペ
シ
」
の
愛
称
と
瓢
々
と
し
た
授
業
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。

４
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昭和九年から二年三ヶ月、少林山達磨寺の洗心亭
に住まい、この町を愛し、この町から世界に、日本
の美と文化を紹介した、ドイツ生まれの建築家ブル
ーノ・ダウト。
彼は離日する年の早春、名残の雪を見、日記に記

しました。その情景、春を待つ土くれと川原の流石
にこんもりと積もった名残の雪を、ダウトを偲ぶ銘
菓（薯預饅頭）に創作しました。

=i ］

名
残
の

雪

｢L－ ，

真っ白な薄衣のような皮には丹波つくね芋を、伯

には丹波大納言を使い、家伝の技法で贅沢に仕上げ

ています。

なお本商品は、パッケージデザイン、 ネーミング、
商品コンセプトなど、大木紀元先生（五八期:創造学

園大学教授）のご指導のもと誕生いたしました。

平成十五年度の「グッドデザインぐ んま」選定商

品で、前年に続き二年連続の受賞です。

●著書

口夕があり朝があった

～ 官 い ら ん ぷ ん こ ～

密 文 庫
ＢＯＯＫ

●作者
一
土岐

ﾛﾀｸｼｰ ｼﾞｬｰﾅﾙ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの言い分 坂□
一運転席からの人権宣言一

正(30 期)

順一( ４９期)

□たったひとりのメディアが走った 坂口　順一(49 期)

□必携　スポーツ関係六法

□追悼　岡本正己･和子

永井　憲一(49 期)

岡本 宏( ４０期)

●著書 ●作者

□内野一人百首　　　　　　　　　 清水　　 氾(４４期)

□祉考策悟　　　　　　　　　　　 星野　　 茂(72 期)

□榛名航空工業･産業で 働いた人々 須藤　元夫(43 期)

□詩集　 回帰　　　　　　　　　　 角田　 匡己(５３期)

□これが東大の授業ですか。　　　 佐藤　良明(６９期)

□解決!センター　 化学ＩＢ　　　　金井　　 明(51 期)

牛田　 啓太(95 期)

小宮　 直人(97 期)

梅渾　 幸平(9フ期)

S 皿gj 心 ｌ心変二ｇ 窓６ｉａ乱･ ご'.ｙ.こ..
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4-･4゛

平 成 十 六 年 度

ン４
　

く

＼
／
秋く

褒 章 ・叙 勲 受 草 食,……S堅き

文部科学大臣表彰(産業教育振興)

旭　日　双 光 章(保健衛生功労)

旭

旭

旭

旭

旭

黄

光

綬

光

光

光

重

小

双

双

双

日

日

日

日

日
綬 褒

，.･.･,.･,.･..'‥･ｊ.｀

横 田

柄 沢

英一氏 （50 期）

英作氏 佃3期）

章（農 業 振 興 功 労 ）　　　 新 井　 昌 一 氏 （43 期 ）

章（酒 類 業 振 興 功 労 ）　　 岡 村　 昌 夫 氏 （52 期 ）

章（地 方 教 育 行 政 功 労 ）　 斎 藤 太 喜 司 氏 （42 期 ）

章（薬 事 功 労 ）　　　　　 安 藤　 直 典氏 （45 期 ）

章（保 健 衛 生 功 労 ）　　　 善 女 寺　 秀 氏 （46 期 ）

章（国 土 交 通 関 係 事 業 ）　 山 本　 忠 順 氏 （63 期 ）

（注）もし漏れがありましたら、恐縮ですがご連絡ください。
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新

聞

部

陸る に 終 二 と 我 て 揃 が　 し 格 ん 発 場 ｌ

々 く っ イ 個 た と で 揮 し ハ 今
㎜　　－　－　　･‾Ｉ‾'Ｗ　　　ｉ

゜
い 臨 出 ま イ 年

上

部

空

手

道

部

］

①
団
体
形
　
　

予
選
敗
退

団
体
組
手
　
２
回
戦
敗
退

個
人
形
　
　

上
屋
和
彦
　
予
選
敗
退

松
本
照
林
　
予
選
敗
退

個
人
組
手
　

土
屋
和
彦
　
２
回
戦
敗
退

松
本
照
林
　
４
回
戦
敗
退

宮
入
将
豪
　
３
回
戦
敗
退

田
代
大
幅
　
１
回
戦
敗
退

③
団
体
組
手
　

１
回
戦
敗
退

個
人
形
　
　

松
本
照
林
　
予
選
敗
退

小
此
木
亮
　
予
選
敗
退

個
人
組
手
　
松
本
照
林
　

ペ
ス
ト
８

宮
入
将
豪
　

―
回
戦
敗
退

小
池
翔
太
　
２
回
戦
敗
退

小
此
木
亮
　

３
回
戦
敗
退

⑥
個
人
組
手
　

松
本
照
林
　

優
勝

団
体
組
手
　

ペ
ス
ト
８

⑦
一
・
二
年
生
大
会

個
人
形
　
　

松
本
照
林
　
９
位

宮
入
将
豪
　
予
選
敗
退

個
人
組
手
　

松
本
照
林
　

ペ
ス
ト
８

宮
人
将
豪
　
２
回
戦
敗
退

小
池
翔
太
　

―
回
戦
敗
退

,－ ●、

小
此
木
亮
　
３
回
戦
敗
退

―

［
…………
剣

道

部
　

］一－

①
個
人
戦

③
個
人
戦

金
井
　

ペ
ス
ト
1
6

金
井
　

ペ
ス
ト
1
6

中
沢
　

ペ
ス
ト
1
6

―

＼

弓

道

部

①
団
体
戦
　
準
優
勝

個
人
戦
　
大
坂
亮
司
　

準
優
勝

②
団
体
戦
　
予
選
敗
退

感
轡

－

］硬

式

野

球

部
」Ｊ
―

○
春
季
関
東
地
区
高
校
野
球
大
会
群
馬
県
予
選

２
回
戦
　
高
崎
７
－

５
関
学
大
附
属

３
回
戦
　
高
崎
1
0－

ｏ

群
馬
高
専

４
回
戦
　
高
崎
２
－
1
9
1高
崎
商

ベ
ス
ト
1
6

0
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
群
馬
県
大
会

２
回
戦
　
高
崎
７
－

６
高
崎
商

３
回
戦
　
高
崎
５
１
４
桐
生
市
商

４
回
戦
　
高
崎
３
－

２
伊
勢
崎
東

準
々
決
勝
　
高
崎
２
－

１
高
経
大
附
属

準
決
勝
　
高
崎
１
－
1
0
前
橋
工

ペ
ス
ト
４

０
秋
季
関
東
地
区
高
校
野
球
大
会
群
馬
県
予
選

２
回
戦
　
高
崎
６
－

１
沼
ｍ

高

３
回
戦
　
高
崎
２
－

３
常
盤
高
（
ペ
ス
ト
3
2）

○
若
駒
杯
（
一
年
生
強
化
大
会
）

地
区
予
選
２
回
戦
　

高
崎
３
－

４
高
崎
東

―

ご
ブ
ッ
カ
ー
部
』
―

①
４
回
戦
　
高
崎
２
－

Ｏ
太
田
工

準
々
決
勝
　
高
崎

―－

２
西
邑
楽

ペ
ス
ト
８

１ ６

私
達
新
聞
部
は
、
今
年
で
三
年
連
続
知

事
賞
受
賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
私
達
の

努
力
だ
け
で
な
く
過
去
の
先
輩
方
や
顧
問

の
先
生
達
に
よ
る
努
力
も
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
成
果
で
す
。

私
達
は
、
翠
僣
祭
や
定
期
戦
に
際
し
て

新
聞
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
ぼ
毎
月
一

回
ミ
ニ
プ
レ
ス
や
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
と
い
っ

た
学
校
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
毎
月
新
聞
を
発
行
す
る
と

い
う
の
は
と
て
も
大
変
な
作
業
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
完
成
し
た
と
き
の
感
動
も
一

人
で
何
物
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
す
。

私
達
は
こ
の
三
年
連
続
知
事
賞
受
賞
と

い
う
栄
誉
と
先
薙
達
の
こ
れ
ま
で
の
努
力

に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
慢
心

す
る
こ
と
な
く
新
聞
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
谷
　
亮

、
五
千
メ
ー
ト
ル
競
歩
で
イ
ン
タ

導
の
も
と
全
国
制
覇
を
胸
に
練
習
し
活
躍

に
引
き
続
き
国
民
体
育
大
会
に
出
　

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
実
力
が
　
　

応
援
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

来
ず
、
今
度
こ
そ
は
！
と
意
気
込
　

た
。

ん
だ
国
体
で
し
た
が
、
結
果
は
失
　
　

今
後
の
活
躍
に
も
期
待
し
て
下
さ
い
。

う
無
残
な
形
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
幡
　
樹

人
競
技
と
思
わ
れ
が
ち
の
陸
上
で
す

ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
と
も
に
部
員
が

て
応
援
に
き
て
く
れ
力
を
分
け
与
え

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
も

、
高
々
陸
上
部
は
陸
上
を
団
体
競
技

し
て
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

つ
の
全
国
大
会
で
は
、
残
念
な
結
果
に

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
自
分
や
応
援

来
た
部
員
の
心
に
刻
ま
れ
た
モ
ノ
が
あ

は
ず
で
す
。
そ
れ
を
糧
に
先
生
方
の
指

4

－.
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③
４
回
戦
　
高
崎
３
－

２
新
島
学
園

準
々
決
勝
　

高
崎
１
－

５
前
橋
商

ベ
ス
ト
８

⑦
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
　

ペ
ス
ト
1
6

一
次
予
選
シ
ー
ド

二
次
リ
ー
グ
　
高
崎
Ｏ
－

５
伊
勢
崎
束

高
崎
２
－

３
伊
勢
崎
商

高
崎
２
－

２
常
盤

（
二
次
リ
ー
グ
敗
退
）

①
第
1
0位

山

岳

部

柔

道

部

①
団
体
　
第
３
位

１
回
戦
　
高
崎
５
－

Ｏ
高
崎
工

２
回
戦
　
高
崎
５
－

Ｏ
前
橋
工

３
回
戦
　
高
崎
３
－

２
樹
徳
高

準
決
勝
　

高
崎
０
１
４
前
橋
商

個
人
　
松
嶋
宣
繁
　
第
２
位

②
団
体
　
出
場

個
人
　
松
嶋
宣
繁
　
出
場

③
団
体
　

ペ
ス
ト
８

１
回
戦
　
高
崎
４
１
１
前
橋
高

２
回
戦
　
高
崎
５
１
０
中
之
条

３
回
戦
　
高
崎

―－

３
育
英
高

個
人

60
訪

66
皆

81
皆

芹
沢
　
崇
　

第
２
位

中
野
佑
一
　

第
３
位

松
嶋
宣
繁
　
第
３
位

水

泳

部

①
五
十
ｍ
自
由
形
　
今
泉
裕
太
　

―
位

中
間
貴
之
　

３
位

｛

百
ｍ
自
由
形
　
　

今
泉
裕
太
　
６
位

千
五
百
ｍ
自
由
形
　
紋
谷
祐
爾
　

７
位

二
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
贅
田
高
弘
　
２
位

四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
贅
田
高
弘
　

―
位

飯
野
恵
太
　
６
位

四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
３
位

四
百
ｍ
リ
レ
ー

八
百
ｍ
リ
レ
ー

２
位

３
位

②
五
十
ｍ
自
由
形
　
今
泉
裕
太
　
出
場

二
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
贅
田
高
弘

四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
贅
田
高
弘

四
百
ｍ
リ
レ
ー’

出
場

八
百
ｍ
リ
レ
ー
　
出
場

四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
出
場

③
五
十
ｍ
自
由
形
　

今
泉
裕
太
　

―
位

福
田
裕
紀
　
４
位

巾
問
貴
之
　
５
位

百
ｍ
自
由
形
　

今
泉
裕
太
　
６
位

出
場

出
場

二
百
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
　

紋
谷
祐
爾
　
８
位

二
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
贅
田
高
弘
　
３
位

白
井
克
尚
　
８
位

四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
贅
田
高
弘
　
２
位

富
田
悠
介
　
６
位

千
五
百
ｍ
自
由
形
　

大
島
卓
也

四
百
ｍ
リ
レ
ー
　
２
位

八
百
ｍ
リ
レ
ー‘
　
２
位

四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
３
位

６
位

④
四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
贅
田
高
弘

⑤
少
年
Ａ
八
百
ｍ
リ
レ
ー
　
贅
田
高
弘

⑥
百
ｍ
自
由
形
　

紋
谷
祐
爾
　
４
位

二
百
ｍ
自
由
形
　
紋
谷
祐
爾
　
４
位

二
百
ｍ
平
泳
ぎ
　
高
橋
拓
也
　
４
位

百
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
佐
俣
友
規
　
６
位

38
位

４
位

二
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
深
津
知
由
　
２
位

,･－l 、

二
百
ｍ
背
泳
ぎ
　
深
津
知
由
　
５
位

谷
川
洋
輔
　
６
位

百
ｍ
背
泳
ぎ
　
柴
崎
雄
貴
　
６
位

二
百
ｍ
リ
レ
ー
　
３
位

四
百
ｍ
リ
レ
ー
　
２
位

四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
３
位

⑦
春
季
新
人
水
泳
大
会

五
十
ｍ
自
由
形
　

大
島
卓
也
　
３
位

紋
谷
祐
爾
　
４
位

白
井
克
尚
　
６
位

飯
野
恵
太
　
７
位

百
ｍ
自
由
形
　
紋
谷
祐
爾
　
２
位

大
島
卓
也
　
５
位

白
井
克
尚
　
８
位

五
十
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
大
島
卓
也
　

―
位

佐
俣
友
規
　
６
位

五
十
ｍ
平
泳
ぎ
　
飯
野
恵
太
　
７
位

興
Ｍ
Ｍ
Ｊ
Ｔ
・
ス
ヶ

上
図
制
誠

①
大
回
転
　
園
田
悠
樹
　
Ｈ
］位

橋
爪
真
太
郎
　
2
3位

回
転

橋
爪
真
太
郎
　
2
3
位

園
田
悠
樹
　
７
位

②
大
回
転
　
園
田
悠
樹
　
2
2位

橋
爪
真
太
郎
　
途
中
棄
権

回
転
　
　

園
田
悠
樹
　
途
中
棄
権

橋
爪
真
太
郎
　
途
中
棄
権

③
大
回
転
　
園
田
悠
樹
　
５
位

回
転
　
　

園
田
悠
樹
　
７
位

⑧
群
馬
県
選
手
権
大
会

回
転
　
園
田
悠
樹
　

９
位

闘

Ｍ
Ｍ
Ｊ
ト

テ
ニ

又
Ｕ
朔
圖

①
団
体
　
２
回
戦
　

高
崎
３
－

Ｏ
前
橋
工

３
回
戦
　
高
崎
２
１
０
高
崎
北

４
回
戦
　
高
崎
0
1
2

前
橋
商

ペ
ス
ト
８

個
人
　
根
岸
・
野
尻
組
　

ペ
ス
ト
８

②
根
岸
・
野
尻
組

２
回
戦
　
４
－

―
那
須
清
峰
（
栃
木
）

３
回
戦
　
Ｏ
－

４
日
大
豊
山
（
東
京
）

ベ
ス
ト
6
4

③
団
体
　
２
回
戦
　
高
崎
３
－

Ｏ
桐
生
高

３
回
戦
　
高
崎
２
－

Ｏ
館
林
高

４
回
戦

準
決
勝

決
勝

個
人
　
第
１
位

第
３
位

第
７
位

④
清
水
・
神
宮
組

根
岸
・
野
尻
組

片
山
・
木
村
組

⑥
団
体
　
２
回
戦

３
回
戦

４
回
戦

準
決
勝

高
崎
２
－

Ｏ
伊
勢
崎
市
高

高
崎
２
－

―
館
林
商
工

高
崎
Ｏ
－

２
前
橋
商

第
２
位

清
水
・
神
宮
組

根
岸
・
野
尻
組

片
山
・
木
村
組

３
回
戦
　

ペ
ス
ト
1
2
8

2
回
戦

１
回
戦

高
崎
３
－

Ｏ
利
根
商

高
崎
２
－

Ｏ
高
崎
商

高
崎
2
1
1

高
崎
北

高
崎
Ｏ
－

２
農
大
二

第
３
位

個
人
　
富
所
・
神
宮
組
　
第
３
位

植
松
・
今
井
組
　

ペ
ス
ト
８

卓

球

部

①
１
回
戦
　
高
崎
２
－

３
前
橋
南

③
１
回
戦
　
高
崎
３
－

Ｏ
伊
勢
崎
東

２
回
戦
　
高
崎
２
－

３
中
之
条
高

⑦
県
強
化
大
会

個
人
　
武
井
　
悠
　

ベ
ス
ト
1
6

１７
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ア

ニ

ス

部
｀

①
団
体
　
ベ
ス
ト
８

個
人
　
ダ
ブ
ル
ス

③
団
体

個
人

⑥
団
体

個
人

須

藤
・
青
木

組

松

野
・
石

黒

組

べべ

ス
ト
８

ス
ト
８

ベ
ス
ト
８

シ
ン
グ
ル
ス
　

鈴
木
悠
平
　

ベ
ス
ト
８

ダ
ブ
ル
ス
　

井
上
・
佐
々
木
組
　

第
３
位

須
藤
・
青
木
組
　

ベ
ス
ト
８

松
野
・
石
黒
組
　

ベ
ス
ト
８

第
３
位

シ
ン
グ
ル
ス

松
野
圭
馬

新
開
康
平

ダ
ブ
ル
ス
　
松
野
・
石
黒
組

⑦
平
成
1
6年
度
テ
ニ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ

べべべ

シ
ン
グ
ル
ス
９
位
　
須
藤
涼
太

式

野

球

部

①
２
回
戦
　
高
崎
８
－

５
桐
生
高

準
々
決
勝
　
高
崎
３
－

８
高
崎
商

③
１
回
戦
　
高
崎
３
－

１１
太
田
高

⑥
２
回
戦
　
高
崎
0
1
7

桐
生
高

ス
ト
８

ス
ト
８

ス
ト
８

圖

回
Ｈ
Ｗ
ヶ
ツ
占
刈
－

①
２
回
戦
　

高
崎
7
6－
4
1
吉
井
高

３
回
戦
　

高
崎
9
0－
3
7
伊
勢
崎
束

４
回
戦
　

高
崎
1
2
6
－
3
6
太
田
東

準
々
決
勝
　

高
崎
1
0
0
－
5
8
太
田
高

準
決

勝
　

高
崎
3
9－
6
0
育
英
高

第
３
位

②
１
回
戦
　

高
崎
7
6
1
9
5法
政
大
学
第
二
高
校

（
神
奈
川
県
）

③
２
回
戦
　

高
崎
1
0
1
1
2
0
板
倉
高

３
回
戦
　

高
崎
9
8－
5
7
前
橋
南

４
回
戦
　

高
崎
8
9－
3
6
農
大
二

準
々
決
勝
　

高
崎
1
1
8
1
7
0
前
橋
西

準
決
勝
　

高
崎
9
0－
9
2
樹
徳
高

第
３
位

⑤
群
馬
県
選
抜
チ
ー

ム
と
し
て

。

藤
井
琢
矢
・
田
村
亮
が
出
場

関
東

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
　

―
位

本
大
会
　
　
　
　

ベ
ス
ト
1
6

⑥
２
回
戦
　

高
崎
1
0
8
－
2
6
高
経
大
附
属

３
回
戦
　

高
崎
1
1
9
－
4
3
伊

勢
崎
東

４
回
戦
　

高
崎
8
5－
4
3
新
島

学
園

決

勝
リ
ー
グ

高
崎
9
7
1
6
9高
崎
商

高
崎
8
5－
6
4
育
英
高

高
崎
6
9－
8
4
樹
徳
高

２

勝

―
敗
　

得
失
点
差
に
よ
り
第
２
位

⑦
関
東
新
人
大
会

１
回
戦
　

高
崎
6
3－
8
9
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
県
）

■

Ｍ
リ

ー
ボ
ー
ル一
艶
Ｉ

①
４
回
戦
　
高
崎
２
－

Ｏ
太
田
工

準
々
決
勝
　
高
崎
２
－

Ｏ
農
大
二

準
決
勝
　
高
崎
２
－

１
明
和
県
央

決
勝
　
高
崎

―－

２
伊
勢
崎
東

第
２
位

②
１
回
戦
　
高
崎
Ｏ
－

２
勝
田
工
（
茨
城
）

ｘ
Ｊ

７
 １
Ｌｒ
ｊｓ
ｓ
ｒ
　

ｒ
ｘ
ｇ
 

９
　

９
１
Ｑ

ｉ
ｊ
ｌ
Ｎ

③

４

回

戦
　

高

崎

２

－

Ｏ

前

橋

高

準
々
決
勝
　
高
崎
２
－

Ｏ
太
田
束

準
決
勝
　
高
崎
２
－

１
桐
生
商

決
勝
　
高
崎
Ｏ
－

２
伊
勢
崎
東

第
２
位

⑤
１
回
戦
　
群
馬
１
－

２
山
□

群
馬
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
、

福
田
俊
介
・
伊
田
　
剛
が
出
場

⑦
西
毛
地
区
大
会

２
回
戦
　
高
崎
２
－

Ｏ
高
崎
工

準
決
勝
　
高
崎
２
－

Ｏ
農
大
二

決
勝
　
高
崎
２
－

Ｏ
中
央
高

優
勝グ

ビ

①
準
決
勝
　
高
崎
Ｏ
－
5
7
農
大
二

第
３
位

⑦
県
１
年
生
大
会

２
回
戦
　
高
崎
５
－
3
6
明
和
県
央

陸

上

部

①
（
③
を
か
ね
る
）

五
千
ｍ
競
歩
　
長
幡

山
□

千
五
百
ｍ
　
　
小
杉

八
百
ｍ
　
　
　
小
杉

②
五
千
ｍ
競
歩
　
長
幡

④
五
千
ｍ
競
歩
　
長
幡

⑤
五
千
ｍ
競
歩
　
長
幡

⑥
五
千
ｍ
　
　
　
橋
本

（

隼 樹 樹 樹 健 健 裕樹
毅

槍
投
げ

円
盤
投
げ

⑦
学
校
対
抗

千
五
百
ｍ

伊
丹
達
生

田
村
　
司

星
野
慎
也

小
杉
　
健

八
百
ｍ
　
　
　

小
杉
　
健

四
百
ｍ
Ｈ
　
　

中
島
智
孝

五
千
ｍ
　
　
　

橋
本
　
隼

ハ
ン
了
・‐
投
げ
　
川
端

３
位

５
位

７
位

８
位

３
位

４
位

５
位

佳
太
　
８
位

闘

Ｍ
４
嚇
斤
゛
｀
ン

ト

．ｙ

Ｊ

伺
］一一－

①

団

体
　

２

回

戦
　

高

崎

２
１

０

渋

川

高

３

回

戦
　

高

崎

１
－

２

館

林

高

シ

ン

グ

ル

ス
　

秋

池
　

５

回

戦

高

橋

、

瀧

野
　

４

回

戦

ダ

ブ

ル

ス
　

安

藤

・
金
ｍ

組
　

３

回

戦

三

世

川

・
福

田

組
　

３

回

戦

大

久

保

・
水

口

組
　

３

回

戦

③

１

回

戦
　

高

崎

３
－

１

関

学

附

属

高

２

回

戦
　

高

崎
ｏ
－

３

太

田

高

⑥

団

体

戦
　

２

回

戦
　

高

崎

２
－

３

前

橋

高

１

年

生

シ

ン

グ

ル

ス
　

岡

田
　

３

位

２

年

生

シ

ン

グ

ル

ス
　

柴
田

５
回
戦（
ベ
ス
ト
３２
）

秋

池
　

４

回

戦

ダ
ブ
ル
ス
　

柴

田
・
深

代

組
　

４

回

戦
（
ベ
ス
ト
3
2）

⑦

高

崎

市

シ

ン

グ

ル

ス
大

会

高

橋

、

野

尻
　

Ｂ

級

３

位

大

久

保
　

ｃ

級

―
位

水

口
　
　

ｃ

級

２

位

秋

池

、

神

田
　

ｃ

級

３

位

県

高

校

生

大

会

柴

田
　

６

回

戦

（

ペ

ス

ト

８

）

秋

池
　

５

回

戦

―

位８
位

８
位

８
位

Ｉ
位

予
選
失
格

決
勝
失
格

２
位

賢

屈
Ｗ

・
囲
驀
鮒
Ｍ
ｌ

「
将
棋
」

○
県
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会

男
子
団
体
３
位

,” ・

○
全
日
本
高
等
学
校
竜
王
戦
群
馬
県
大
会

井
上
知
也
　
３
位

竹
村
和
祥
　
３
位

○
関
東
高
文
連
将
棋
大
会
群
馬
県
予
選

井
上
知
也
　
３
位

【
囲
碁
】

○
第
二
十
八
回
群
馬
県
高
等
学
校

囲
碁
選
手
権
大
会
　
出
場

○
第
二
十
回
関
東
地
区
高
等
学
校

囲
碁
選
手
権
大
会
群
馬
県
予
選

団
体
優
勝
（
関
東
大
会
出
場
）

吹

奏

楽

部

○
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

金
賞
（
県
代
表
）

○
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
関
東
大
会

フ
ル
ー
ト
四
重
奏
　
銀
賞

○
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

Ａ
組
　
銀
賞

新

聞

部

○
第
十
八
回
群
馬
県
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

県
知
事
賞

○
第
八
回
全
国
高
校
新
聞
年
問
紙
面
審
査
賞

優
良
賞

美

術

部

○
第
二
十
八
回
群
馬
県
高
等
学
校

芸
術
祭
美
術
部
門
展

優
秀
賞
　

内
海
裕
一
５ｎ

文

芸

部

○
第
六
回
高
校
生
文
芸
道
場

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
参
加

弁

論

部

○
第
三
回
群
馬
県
高
等
学
校
弁
論
大
会

優
良
賞
　
大
嶋
慎
也

道

研

究

○
1
0月
1
0日

百

）

群
馬
公
共
交
通
フ
ェ
ア
に
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
出
展

○
1
0月
2
3日
出
・
2
4日
剛

４
Ｎ
　
Ｑ
　

４
Ｎ
　

　

高

崎

市

問

屋

街

グ

ラ

ン

バ

ザ

ー

ル

に

鉄

道

ジ

オ
ラ
マ
出
展

１８
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L
ｒ

ｇ

ｉ１
１
７
１

今
年
の
定
期
戦
は
一
つ
の
衝
撃
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
れ
は
塚
本
先
生
か
ら
の

二
言
だ
っ

た
。
「
今
年
の
定
期
戦
は
前
高
が
工
事
を
行

う
の
で
、
会
場
を
高
々
に
移
し
て
行
う
。
」

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

思
い
も
よ
ら
ぬ
事
で
始
ま
っ
た
第
5
8回
定

期
戦
は
2
1

1
2と
高
々
が
前
高
を
リ
ー
ド
し
、

Ｊ ｐ

ﾉ 〃 ｀’

4　” ･471　　゛l･I
仏

心

顛対彷,法臨

．

圖
ｽ物゙こ鴛ぢ抗頑長

高高 前高 高高 前高

＼
水　泳 ３ ６

駅　 伝 ６ ３

綱引き ９ ０

玉入れ ３ ６

ｿﾌﾄ ﾎﾞｰﾙ ３ ６

０ ６ 卓　 球 ４ ５

０ ６ 陸上競技 ６ ３

６ ０ ｿﾌﾄﾃﾆｽ ３ ６

６ ０ ﾊﾞﾚｰ ﾎﾞｰﾙ ５ ４

６ ０ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 4.5 4.5

６ ０ 柔　道

０ ６ 剣　道

６ ０ 弓　道

６ ０ 空手道

３ ３ サッカー

６ ０ ラグビー

０ ６ 硬式野球

６ ０ 軟式野球

６ ０ 硬式テニス

57 27 小　 計 46.5 43.5

103.5　　高高 総　合 前高　　70.5

心 立 14年 15年 16年 こ 犬ヽ 14年 15年 16年

北　　 大

東 北 大

筑 波 大

千 葉 大

群 馬 大

（　医　）

埼 玉 大

東 京 大

一 橋 大

東 工 大

横 国 大

新 潟 大

金 沢 大

信 州 大

名 古 屋 大

京 都 大

6(5)

21(18)

3(2)

3(3)

15(13)

6(4)

8(8)

15(12)

6(2)

11(4)

5(5)

13(13)

7(6)

2(1)

1(O)

4(2)

7(6)

23(16)

3(1)

8(7)

23(16)

5(4)

4(1)

12(7)

O(O)

巾)

7(7)

15(10)

7(5)

1(O)

4(4)

3(2)

4(4)

17(15)

6(5)

10(5)

8(8)

5(5)

4(2)

12(11)

巾)

６㈲

６(４)

出9)

6(5)

7(6)

2(2)

6(4)

慶 庶 大･

早 稲 田 大

中 央 大

明 治 大

上 智 大

立 教 大

学 習 院 大

青山学院大

法 政 大

日 本 大

東京理科大

芝浦工業大

同 志 社 大

立 命 館 大

高 経 大

64(42)

66(39)

60(51)

53(43)

6(3)

19(10)

7(4)

13(13)

33(27)

51(46)

85(65)

22(21)

2(2)

22(21)

8 ㈲

36(21)

53(33)

47(33)

45(30)

9(3)

19(14)

2(O)

16(12)

25(19)

53(36)

75(54)

44(36)

5(5)

27(21)

11(7)

59(48)

73(51)

61(50)

53(39)

8(7)

21(18)

5(1)

13(8)

31(27)

53(37)

81(63)

31(27)

4(4)

12(11)

9(8)

即 ≫づ匠 ブ で

人
事
異
動

校
　
　

長

教
　
　

頭

進
路
部
長

英　 国

語語

保

健

体

育

数
　
　

学

（
通

信

制

）

保

健

体

育

（
通

信

制

）

（
平

成
1
6
年

度

）

小
林
克
茂
　

退
職

富
所
三
郎
　

榛
名
高
校

関
根
正
史

浦
野
克
彦

木
本
陽
子

横
井
　

清

小
滞
龍
雄

校
長

へ

に 二二匿丿叱

下
仁
田
高
校
　

教
頭
へ

高
崎
商
業
高
校
へ

県
立
中
央
中
等
教
育
学
校
へ

高
崎
工
業
高
校
へ

退
職

真
藤
克
裕
　

高
崎
北
高
校
へ

校
　
　

長
　

栗
原

教
　
　

頭
　

飯
塚

国

語

英
　
　

語

世

界

史

保

健

体

育

（
地

公

臨

）

徒

数
　
　

学

（
通

信

制

）

光

前
橋
女
子
高
校
よ
り

市
立
伊
勢
崎
高
校

教
頭
よ
り

渡
辺
正
一
　
伊
勢
崎
東
高
校
よ
り

山
田
　

枢
　
富
岡
高
校
よ
り

曽
根
秀
朗
　

伊
勢
崎
女
子
高
校
よ
り

保

健

体

育

（
通

信

制

）

船
戸
　

渉
　
大
間
々
高
校
よ
り

中

島

隆

一

富
岡
高
校
よ
り

塚

田
雄

介
　

新
採

用
（
地
公

臨
）

１９

決
戦
の
日
、
十
月
二
日
を
迎
え
た
。
数
年
振

り
の
一
般
対
抗
の
水
泳
で
の
敗
戦
が
高
々
生

の
気
持
ち
に
火
を
付
け
た
の
か
、
そ
の
日
の

高
々
生
に
は
凄
ま
じ
い
気
迫

が
感
じ
ら
れ
、

一
般
対
抗
の
綱
引
き
で
は
完
全
勝
利
と
い
う

結
果
を
収
め
、
一
般
対
抗
で
は
前
高
に
僅
差

で
勝
利
し
た
。
ま
た
、
部
活
対
抗
の
方
で
は

ラ
グ
ビ
ー
部
が
1
0
3
ト
Ｏ
で
勝
利
す
る
な
ど
高
々

が
3
0点
差
で
勝
利
し
、
定
期
戦
全
体
で
は
3
3

点
差
を
つ
け
て
の
勝
利
と
い
う
結
果
に
終
わ

っ
た
。
こ
の
勝
利
は
高
々
全
員
で
つ
か
ん
だ

勝
利
で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
奮
闘
し

て
く
れ
た
高
々
生
、
先
生
方
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

定
期
戦
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
敗
け
た

年
も
あ
っ
た
が
、
す
ば
ら
し
い
事
ば
か
り
で

あ
っ
た
と
思
う

。
友
と
共
に
汗
を
流
し
、
一

生
懸
命
頑
張

る
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
に
青
春

と
呼
べ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
高
々
生
、

前
高
生
の
み
ん
な
に
は
定
期
戦
規
約
に
も
あ

る
通
り
、
生
徒
の
自
主
性
を
も
っ
て
定
期
戦

を
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
う
と
共
に
、

高
々
と
前
高
が
こ
れ
か
ら
も
良
き
ラ
イ

バ
ル

と
し
て
、
切
磋
琢
磨
し
、
発
展
す
る
こ
と
を

心
か
ら
願
う
。

（
第
5
8回
定
期
戦
実
行
委
員
長

青
代
秀
太
）



高高同窓会　予算決算報告

平 成16 年 度 同窓 会 通常 会 計予算( 平成16年1月11ト 平成16年12月ｍ)平成15 年 度　通常会計(平成15年1月1日~平成15年12月3川)

費　 目 平成16年度予算案 前年度予算 増　△減 備　　　考

前年勣石の髄 金 553,466 592,626 △39,160

入　 会　 金 3,000,000 3,000,000 ０

維 持 会 費 6,000,000 6,000,000 ０

利　　　　息 534 374 160

雑　収　入 10,000 10,000 ０

合　 計 9,564,000 9,603,000△39,000

費　 目 平成15年度予算 平成旧 年度実収入 備　　　　　　考

餌訃らの闘 金 592,626 592,626

入　 会　 金 3,000,000 2,997,000 360 人

維 持 会 費 6,000,000 6,244,460 2,192 人

利　　　　息 374 84

雑　 収　 入 10,000 361,000 百年 史繰り入れ･ﾈｸﾀｲ ﾋﾟﾝ 等

合　 計 9,603,000 10,195,170

費　目 平成16 年度予算 前年度予算 増　△減 備　　　考

会　議　費 1,000,000 1,000,000 ０ 新年総会準備ほか

祝　賀　費 800,000 800,000 ０

賤　別　費 300,000 300,000 ０

慶　弔　費 200,000 200,000 ０

通信印刷費 500,000 500,000 ０

旅　　　 費 100,000 100,000 ０

会報発送費 2,000,000 2,000,000 ０

同窓会報費 1,000,000 1,000,000 ０

事　務　費 1,500,000 1,500,000 ０

同窓会長賞費 200,000 200,000 ０

補　助　費 600,000 600,000 ０ 翠鸞体育会･図書館

環境整備費 500,000 500,000 ０指月庭整備

雑　　　 費 300,000 300,000 ０

予　備　費 564,000 603,000△39,000

合　計 9,564,000 9,603,000△39,000

費　 目 平成15 年度予算 平成15 年度実出費 備　　　　　　 考

会　議　費 1,000,000 877,700 新年 総会準備 金ほか

祝　賀　費 800,000 809,640 叙勲 記念､卒業丸 簡ほか

賤　別　費 300,000 120,000 平 成15 年度離 退任職 貝

慶　弔　 費 200,000 121,445 葬儀花輪代等

通信印刷費 500,000 462,967 維持会費納入礼状､電話代､邨送料 等

旅　　　 費 100,000 100,000 束京同窓会出席者旅費

会報 発 送 費 2,000,000 1,640,463

同 窓 会 報 費 1,000,000 933,089

事　 務　 費 1,500,000 1,215,649 事務職員人件費､事務用品等

同窓会長賞費 200,000 89,774 文鎮代

補　助　 費 600,000 600,000 図書館､翠轡体育 会へ各30 万円

環 境 整 備費 500,000 428,300

雑　　　 費 300,000 158,677 維持会費振込手数料

予　 備　費 603,000 84,000 山口薫 画伯の絵画額縁

合　 計 9,603,000 7,641,704

ZJｌk

差引残高　2,553,466 円

支出の部

な　　し

収 入の 部

※なお、 通常会計より、

１００万円を翠密育英会へ寄付

費　　　目 金　　　額

前年度からの繰越金 11,213,326
平 成15年度通常会計より 2,000,000

利　　　 息 26,674
合　　　計 13,240,000

８,２ １１,６６ ２

３,０ ００,００ ０

１,６ ６４

１ １,２ １３,３２ ６

前年度からの繰越金

平成14 年度通常会計より

収 入の 部

息

一計

－
不

11,213, ３２６円

合

な　　し

差引残高

支出の部

！　第11回高崎高校同窓会ゴルフ大会結果報告。。、

順 位 氏 名 OUT IN GROSS HDCP ＮＥＴ

優　 勝 田 口　 恵 一（74 期）４６ ４０ ８６ １５ ．６ ７０ ．４

準優勝 堀井 勝 成（65 期）４５ ３９ ８４ １３ ．２ ７０ ．Ｂ

第３位 梅沢　 徹（65 期）４５ ４５ ９０ １９．２ フ０ ．８

第４位 澗水　 義 典（74 期）４４ ４６ ９０ １９ ．２ ７ ０ ．８

第5 位 石田　 康 利（55 期）３９ ４４ ８３ １２ ．０ ７１,０

ベスト
グロス

横尾 信 男（65 期） 」 がSI 一 ㎜ Ｆ ７ １

梅沢　 寛（68 期）

Si nj中 島　 文 明（72 朋）

第11 回高 崎 高校 同窓 会ゴルフ大 会が

平 成16 年6 月6日( 日) 伊香 保ゴルフ倶 楽

部 岡崎城コースにおい て開催 されました。

今 回は181 名の 参 加をい ただき盛大 に開

催 することが 出来 ました。午 後からあい に

くの雨となり､プレーも遅 れ気 味で､ 表 彰

式 も慌しく行われましたこと､この場をお借

りしてお詫び申し上 げます。

今 回 特 筆 すべきは､今 大会 最 高 齢の

4y,レ

Ｓ

楠田会長のあいさつ愚年長＝

山口氏(42 期)

42 期 の山口 秀夫 氏 が第9 位に入 賞されたことでしょう。一 緒にラウ

ンドした幹 事期67 期のメンバーは圧倒されてしまいました。

また､来年 の同窓 会 新年 会 の 担当 期であります74 期 の田 口 恵

一氏 が優 勝して新年 会 に弾 みをつけました。

恒例のチャリティーにも皆様に 快く応じて頂き､収益 は各方 面 に寄 贈させていただきました。

ご協力有 難うございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （67 期･ 仙 田健一 ）

■

編
集
後
記
　
　

ド

同
窓
の
皆
様
の
多
大
な
る
御
協
力

を

い
た
だ
き
、
会
報
3
8号
が
発
刊
で

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
多
忙
の
中
、
貴
重
な
原
稿
や
お

写
真
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
て
、
ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
部
幹
事
会
）

○
維
持
会

費
の
納
入
に
つ

い
て

平
成
一Ｕ
年
度
の
維
持
会
費
の
納
入

を
お
願

い
致
し
ま
す
。
納
入
に
つ

い

て
は
、
同
封
の
振
込
取
扱
票
（
加
入

者
名
－

群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校
同

窓
会
）
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ

い
て
は
振
込
取
扱
票
の
裏
面
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
御

覧
く
だ
さ
い
。

第
1
0
3
回
高
高
同
窓
会
新
年
総
会
の
ご
案
内

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
新
年
総
会
は
、
私
達
7
4期
が
担

当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

心
に
残
る
新
年
総
会
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
諸
先
輩
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を
仰
ぎ

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

懇
親
会
も
、
楽
し

い
会
に
な
る
よ
う
に

企
画
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

.り
ー

●、

同
期
の
方
々
、
先
輩
後
輩
の
方
々
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
一
人
で
も
多
く
の
、
同

窓
生
の
皆
様
の
ご
出
席
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

期
日
　
平
成
十
七
年
一
月
二
十
二
日
（
土
）

時
間
　

午
後
三
時
よ
り

場
所
　

高
崎

ビ

ュ

ー

ホ
テ

ル

会

費
　

五

千

円

（
当

番

期
7
4
期
代

表
　

秋

山

鴛
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